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文序

西摂平野には猪名川と武庫川の二大河川のほか、それに付随するいく

つかの珂ヽ河川が流れている。そのうちでも猪名川水系には、史跡・田能

遺跡をはじめ、勝部遺跡・利倉西遺跡など著名な多くの遺跡が散在して

いる。他に比して猪名川水系に沿って遺跡が多いのには理由があった。

例えtゴ 『住吉神社司解』に、「為奈川に大石なく芹草生い、武庫川に大

石ありて芹草なし」と記されているように、古 く猪名川の流れはゆるく、

武庫川は荒れ狂う川であった。そうした異なる川の性質は、川沿いの自

然環境をまた変えていたであろう。そのため水稲農耕地として、弥生時

代の人びとは、この猪名川水系の沃野を求めて定住したのであろう。

しかも猪名川下流域に点在する各遺跡は、それぞれの地域において拠

点となった集落であった。そして北九州から河内 。大和へ向けて最初に

東遷した物部一族の中で、猪名川流域に定住したのは木工を業とした為

奈部たちであった。弥生文化を知るためには、その点においても重要な

地域にある遺跡だといえる。

今回の調査地は有名な田能遺跡と勝部遺跡とに狭まれた中間の地域で

ある。そのため遺構として考古学的に顕著なものをみることはできなか

つたが、両集落の生活領域を確認できたことに価値があったと思う。つ

まり大阪府側では勝部遺跡の西限を確保し、また兵庫県の調査でも田能

遺跡の生活領域を知ることができるものと思う。したがって当時におけ

る集落のあり方や、遺跡の位置づけを果たしえた点で、今回の調査も意

義あるものであった。

今回の調査にあたっては、殊のほかお世話になった大阪府北部流域下

水道部事務所・猪名川流域原田処理場事務所をはじめ関係各位、また発

掘主任の柳本照男君を中心に終始努力していただいた発掘担当の諸君に

対し、深 く感謝の意を表し、刊行の言葉とする。

昭和56年春

猪名川流域原田処理場遺跡調査団

調査団長 鳥越憲二郎
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第 I章 調 査 の 契 機

大阪府豊中市原田西町、兵庫県伊丹市岩屋、尼崎市田能の 2府県 3市にまたがる約15万∬の

範囲に猪名川流域下水道原田処理場拡張工事が計画された。この計画地は、東側に勝部遺跡、

西側に田能遺跡が位置し、その中間地帯にあたる。このようなことから遺跡確認のために、兵

庫県側 と大阪府側、それぞれに予備調査が実施された。大阪府側では先に予備調査を行なった

兵庫県側の調査結果を参考にしながら、1976年 12月 より翌年の 3月 まで (財 )大阪文化財セン

ターによって実施された。その結果、弥生時代以降の遺構が散在的に検出され、遺物も各時代

のものがそれぞれ出上 した。

このような調査結果に基づいて、1978年 7月 より本調査に入り、1980年 3月 まで2年間にわ

たって実施した。

調 査 団 組 織

団長   鳥越憲二郎 文学博士・大阪府文化財保護審議会委員・豊中市文化財保護委員会委員長

調査委員 藤井直正  大手前女子大学助教授・日本考古学協会会員

〃   瀬川芳則  大阪府立寝屋川高校教諭    〃

〃   萩田昭次  東大阪市立中学校教諭     〃

〃   三星恵宥  豊中市教育委員会社会教育部長

〃   吉岡 等  豊中市役所下水道部長

事務局長 冨田 喬  豊中市教育委員会社会教育担当次長

次長 佐々木修治 豊中市教育委員会元社会教育課課長補佐 (第 1、 第 2年次担当 )

桑原善孝  豊中市教育委員会社会教育課文化係長 (第 3年次担当 )

参事   山下博義  豊中市猪名川流域下水道事務所長

都出比呂志  豊中市猪名川流域下水道建設課長

調査員  島田義明  第 1年次現場主任

柳本照男  第 2年次現場主任

厚美正子

橋本正幸

木下 亘
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第H章 位 置 と 環 境

原田西遺跡は、大阪府豊中市原田西町・兵庫県伊丹市岩屋の両市にわた り所在する遺跡であ

る。大阪国際空港内にある豊中市の勝部遺跡 と、猪名川の中流域左岸に立地する尼崎市の史跡

田能遺跡 とのほぼ中間地点に位置してお り、標高45m前後で、遺跡の範囲は東西400m、 南北

350mに 及ぶ。

武庫川や猪名川の扇状地の複合によってつ くられた伊丹礫層の隆起により、両河川の間には、

典型的な低位段丘である伊丹台地が形成されている。この台地の南端部は、縄文海進によって

海蝕を受け、海岸段丘崖 として発達 し、現在台地から尼崎平野へ接続するあたりに、地形的不

連続線を残 している。西摂平野は、この縄文海進の海と伊丹段丘の縁辺部が、武庫川・猪名川・

淀川などの堆積作用を受けて形成された沖積層の一部である。原田西遺跡は、この西摂平野の

東部に位置し、西に六甲山系、北に長尾山系・箕面山系、東北に千里丘陵を望む猪名川の中流

域左岸に立地 している。

周辺には、旧石器時代後期か ら歴史時代にかけての著名な遺跡、古墳、窯跡、廃寺跡などが

多数分布する。

猪名川流域には、旧石器時代の石器分布地が点在 してお り、ナイフ形石器 。三稜尖頭器など
註 1                     註 2

が出上 した川西市の加茂遺跡、ナイフ形石器を出土 した池田市の宮ノ前遺跡・豊中市の蛍地西

遺跡などがある。
言
=3千里丘陵の北側には、組文時代前期 と後期の上器・石器を出上している瀬川遺跡があり、中

註 4               註 5

期の上器包含地 として大阪空港 A遺跡、後期の遺跡に豊中市の野畑遺跡がある。また縄文時代
註 6

晩期から弥生時代へ と継続 して行 く遺跡に伊丹市の口酒井遺跡がある。
註 7

弥生時代の遺跡には、打製石槍を腰部に受けた人骨が検出された勝部遺跡、旧石器も出土し

ている加茂遺跡・宮ノ前遺跡、原田西遺跡の東南方向に立地する上津島遺跡・穂積遺跡などが

報 じられている。また弥生時代か ら古墳時代にかけて継続して行 く遺跡には、木棺・銅釧・玉
註 8

類などが分数出土している田能遺跡、その南東方向に利倉西遺跡・庄内遺跡があり、大型の上

錘などの漁粉関係の遺物が多量に出上した島田遺跡、尼崎市の若王寺遺跡・下坂部遺跡などが

あげられる。

古墳時代になると、長尾山地に立地する宝塚市の万籟山古墳、五月山丘陵に立地する池田市

の茶臼山古墳 。娯三堂古墳、千里丘陵の待兼山古墳、刀根山丘陵の御神山古墳などの前期古墳

が出現している。中期には、豊中台地に北摂地域最大の桜塚古墳群が形成され、その東方には
冨±9

猪名野古墳群がつ くられている。桜塚古墳群は、明治の記録では円墳・方墳・前方後円墳など
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の各形式を有する36基の古墳が確認されていたが、現在は大石塚・小石塚古墳 、大塚古墳・御

51T子 塚古墳 。南天平塚の 5基 しか現存していない。本町の宮山古墳群や桜井谷の太鼓塚古墳群

は後期のもので、これらの古墳は横穴式石室に 4基 ぐらいの陶棺を納めてお り、桜井谷を中心

とする独特な古墳群 として知 られている。長尾山地には、終末期古墳の長尾山古墳群があ り、

また遺跡には銅鐸の耳を出土 した利倉遺跡や蛍池西遺跡などがある。

千里丘陵の桜井谷には、古墳時代から奈良時代にかけての窯が80基以上確認されていたが、

近年の宅地開発によりほとんどの古窯跡は消滅 している。桜井谷古窯跡群は、吹田古窯跡群 と
要と10

ともに千里古窯跡群 とよばれている。大阪府南部に所在する陶邑古窯跡群 よりも一時期遅れて

須恵器生産が開始され、 6世紀に最盛期 をむかえ、 7世紀後半には衰退する。

歴史時代になると寺院が創建されるようになる。調査によって法隆寺式伽藍配置が確認され
言圭11                       言112                              註 13

た飛′鳥時代建立の伊丹廃寺跡・尼崎市の猪名寺廃寺跡、自鳳時代建立の金寺山廃寺跡など力法日

られている。また猪名川流域の村落や寺院周囲には、条里制が施行されてゆ く。  (橋 本 )

註 1 武藤誠「考古学からみた川西地方 文化のあけぼの」 (サ II西 市史第 1巻 1974年 )

註 2 拙稿「大阪府池田市宮ノ前遺跡採集のナイフ形石器についてJ(ブレリュー ド20号  1977年 )

註 3 藤井直正「原始・古代の箕面 紀文文化とその遺跡」 (箕面市史第 1巻  1971年 )

言t4 佐原真「考古学からみた伊丹地方 縄文時代」 (伊丹市史第 1巻 1971年 )

註 5 豊中市野畑遺跡は、範文時代後期前葉から中葉にかけて位置づけられる遺跡である。

近日中に刊行する報告書を参照されたい。

註 6 伊丹市教育委員会の最近の発掘調査において、紀文時代晩期の船橋式、滋賀里式上器などが多数出上している。

註 7 鳥越憲二郎、藤井直正、荻田昭次、江谷寛、 瀬川芳則「勝部遺跡」 (豊 中市教育委員会1972年 )

註 8 須崎元―・村川行弘・朝倉昌夫その他「田能遺跡慨報」 (尼崎市文化財調査報告第 5集 尼崎市教育委員会 19

67年 )

註 9 藤沢一夫「古代の豊中」 (豊 中市史第 1巻 1961年 )

言
=10 

田辺昭三「陶邑古窯IL群 1」 (平安学園考古学クラブ 1966年 )

註11 「授津伊丹廃寺跡J(伊丹市教育委員会 1966年 )

註12 「猪名寺廃寺也L発掘調査報告第 1期」 (尾崎市文化財調査報告第 1集 尼崎市教育委員会 1952年 )

註13 昭和54年に堂中市教育委員会が、発掘調査を実施した。各種の遺構にともなう遺物が出上し、瓦類は山田寺・四

天王寺と同形の軒九瓦を使用している。
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第 2図 航空写真
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第Ⅲ章 調 査 の 経 過

(1) 目白勺と方法

今回の調査における目的については、隣接している兵庫県側の発掘調査結果や、大阪府側の

(財 )大阪文化財センターによる試掘調査結果に述べられている通 り、弥生時代に関する遺構

等の検出という点に最大のウエイトがある。この点については、兵庫県尼崎市田能に所在する

史跡・田能遺跡と大阪府豊中市の大阪国際空港内に所在する勝部遺跡というこの地域における

弥生時代の拠点的な大集落に、今回の調査地が換まれているということによるものである。今

回の調査においてもこれらの集落と集落が併存する空間地域が、どのように利用され、またど

のような生活の痕跡が残されているかという点に問題点を絞って調査を実施 した。さらに、そ

の他の問題点として (財 )大阪文化財センターの試掘調査で検出した掘立柱建物の性格、この

付近一帯にみられる条里遺構の解明などにも留意し、調査を実施したものである。

方法については、工事計画に合わせて発堀調査対象地域を6区域に分け、それぞれ順を追っ

て実施した。以下、調査面積 と期間を示すと次の通 りである。

年度 調 査  区 面 積 期 間

1 6200412 日召和53年 7月 13日 ～ 9月 29日

〃 2 4050m2 昭和53年 10月 2日 ～12月 25日

〃 1区北 拡 張 部 200rn2 日召和54年 1月 5日 ～ 1月 26日

〃 5(一部 ) 2881n2 昭和54年 1月 29日 ～ 2月 18日

〃 1区南東補足部 370■¥ 昭和54年 2月 21日 ～ 3月 25日

3 6500m2 昭和54年 7月 23日 ～12月 27日

4 400コぱ 昭不日55年 1月 29日 ～ 2月 15日

875m2 昭和55年 2月 18日 ～ 3月 27日

〃 6 1801n2 日召不日54年 11月 16日 ～12月 17日

上記調査区のうち、53年度の第 5調査区は掘立柱建物遺構との関係などから、兵庫県教育委

員会と共同調査を実施した地区である。第 6調査区は、土層の状態を把握するために53年度に

ボー リング調査を実施 した。

各調査区の表示については、処理場建設予定地全域に 5mの方E良網を設け、番号を付した。

番号は各調査区ごとに独立しており、北西角を基点として南方向にA、 B、 C… …東方向に 1、

2、 3・ ……とし、これらを組み合わせて 1-A-1, 2-D-8な どと表示した。

発掘にあたっては、各調査区が広いため、南北、あるいは東西に幅 2mの土層観察用の畦を
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第 5調査区

第 6調査

L劇 引
○ ○

■ 54年度

物 55年度

第 3図 調査地域全体図
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残した。調査の手順については、(財 )大阪文化財センターの試堀調査により、上層部 (耕土お

よび床土)は無遺物層であることが確認されているため機械を使用し、削除した。手掘の際に

は遺構確認のため、まず トレンチ調査を実施し、遺構の検出状況に応じてグリッド調査に切 り

替えるように心がけた。したがって記述の場合に トレンチ番号と地区表示名が併用して用いら

れている調査区もある。                           (島 田)

(2)調 査 日 誌 抄

昭和53年度                            土削除始める。

7月 13日  第 1調査区開始。器材搬入。           17日  H-6～ I-7方向に走る濤掘 り完了。

14日 雑革刈り。                   18日  H-6～ 1-7の濤 写真撮影。

21日  G-1～ L-1 トレンチ設定         26日  A-8～ D-8に かけての大濤は自然

8月 1日  条里濤検出中。 L-12第 5層 (暗灰色         河川である。

粘土)上面で濤検出               30日  F-11～ F-20の トレンチ、第 5層上

4日  C-14 溝底よリナスビ形着柄鋤出上。         面まで削除中。

10日  条里濤写真撮影。濤内埋土削除。       12月 3日  I―■～ I-20 トレンチ設定。

20日  A-10よ り東南方向にトレンチ設定。       7日  I-15で大溝検出。

溝検出中。                   13日  F-11、 1-15の河川の堆積土削除始

23日  A-10付近 グリッド調査。              める。A-20～ I-20 トレンチ設定。

30日  B-1濤 写真撮影。平面実測。          16日  A-11～ A-20 トレンチ完了。

9月 2日  A-10～ 」-22 濤埋土削除。溝中よ       18日  F-12～ F-20 完了。

り弥生土器片出土。               23日  A-11～ I-11 第 7層上面まで削除

5日  」-19～ J-22 第 3層 、第 4層 削除。         遺構認められず完了。平板測量、断面

第 4層 より須恵器片出土。               図作成に入る。

11日  」-19～ J-22 第 5層 (暗灰色粘土)     25日  平板測量完了。図面類の点検をして調

上面で遺構検出、弥生土器、壷、台付         査を完了する。

鉢出土。                  1月 6日  第 1調査区の北拡張部分調査に入る。

15日  A-22～ F-22 トレンチ設定。」-       7日  機械掘削の後、基準杭設定。

19～ 22 遺構掘 り。                14日  第 4層 削除始める。

20日  J-19～ 22 写真撮影、実測に入る。       16日  第 5層上面の一部で濤の検出。

21日  第 1調査区内の断面図作成に入る。        19日  第 5層上面まで削除完了。A-10の溝

25日  平板測量始める。                   が北側では、二叉に分かれている。

29日  実測すべて完了し第 1調査区の調査を      23日  溝内掘 り上げ完了。写真撮影。

完了する。                   24日  平面実測に入る。

10月 2日  第 2調査区の調査に入る。            26日  平面実測完了。平板測量し、調査を完

5日  A-3～ A-10 第 2層 までの機械掘          了する。

完了。並行して基準杭打始める。         29日  第 5調査区道路部分、兵庫県と合同調

13日  I-3～ I-10 トレンチ設定。H―          査開始する。

6～ 7にかけて南西方向に走る濤検出、    2月 18日  合同調査完了する。

周辺を拡張する。                21日  第 1調査区の南東部補足部分調査に入

18日  条里濤内より、陶磁器片出土。切 り合          る。基準杭設定。

って南北方向にのびる。           3月 2日  第 5層上面で小溝と大溝検出。

23日  条里溝 平面実測完了。             3日  清掃し写真撮影。遺構内掘 り始める。

11月 1日  A-3～ A-6 第 7層上面まで削除       7日  大溝内より石包丁片出上。

遺構なし。D-6～ 10 第 7層上面で      11日  小溝内より弥生中期の上器片出土。

幅 5m前後の濤検出。              14日  自然流路内より木片、板片出土。

8日  H-4～ H-10 トレンチ設定。第5       22日  清掃し写真撮影。実測準備始める。

層上面まで削除始める。             24日  平面、断面実測完了。

14日  A-8～ D-8方 向に走る大濤の堆積      25日  平板測量をし調査を完了する。
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昭和54年度

7月 23日

8月 15日

9月 10日

15日

10月 1日

26日

11月 12日

30日

13日

第 3調査区の打ち合せを行なう。

本日より調査を開始する。表土より第
2層 まで機械掘削。第 3層 より削除す

る。A-1-ol地 区まで、基準杭設定。
A― I-8地区で南北方向の条里溝検

出。溝内からは、陶磁器出土。A― I

-01～ 2地区にかけて、近世土坑、月ヽ

溝を検出。第 3層 の精査完了。写真撮

影後、遺構、断面図作成。
A― I-01～ 24地区第 4層 まで削除。

遺構は、ほとんど認められず不整形な

ピットを検出。第 4層 内に土師器、瓦

器、須恵器等を含んでいる。
A― I-23～ 24地区第 5層 まで削除。

第 5層上面で、 4条の溝を検出。写真

撮影後、遺構、断面図作成。
B― I-10～ 11地 区第 5層 まで削除。

第 5層上面で、河川、 1条の枝状濤を

検出。河川の北岸斜面には、杭列と人

為的に切 り込んだ小濤が認められた。
河川内からは、弥生中期の上器、石包

丁出上。写真撮影後、遺構、断面図作

成。

A― I-8地区第 5層 まで削除。第 5

層上面より、河川、 1条の溝を検出。
河川には、杭が打ち込まれていた。弥

生中期の上碁出土。写真撮影後、遺構、
断面図作成。
A― I-6地区第 5層 まで削除。第 5

層上面より、河川、 1条 の濤を検出。
河川の北岸には、人為的な掘 り込みが

認められた。河川から弥生中期の土器

出土。写真撮影後、遺構、断面図作成。
A― H-4地 区第 5層 まで削除。第 5

層上面より、東から継続してくる河川、
3条の溝を検出。河川内から弥生中期
の上器出土。写真撮影後、遺構、断面

図作成。
D― H-3地 区第 5層 まで削除。第 5

層上面より、D― H-3地 区から継続

してくる河川、 3条の濤を検出。濤内
から弥生中期の上器出上。写真撮影後、

遺構、断面図作成。
A― 11～ 2地区第 5層 まで削除。第
5層上面より、各地区で、河川、薄を

検出。河川、濤内から弥生中期の上器

出土。

A― I-01地区の河川、濤の写真撮影

後、遺構、断面、平板測量図作成。

本日で、第 3調査区調査完了。

本日より、第 4調査区調査開始。表土

層より第 2層 まで機械掘削。A一 E―
24～ 27地 区まで、基準杭設定。

1月 31日  A― E-24～ 27地区第 3層上面まで精

査する。遺構は認められなかった。
2月 4日  A-24～ 27地 区にかけて、第 4層 より、

東西方向の条里溝検出。条里濤から陶

磁器類出土。写真撮影後、遺構、断面

図作成。
9日  A― E-24～ 27地 区第 5、 6層 まで削

除したが、弥生中期の遺構は検出され

なかった。A-27地 区の第 6層から紀

文中期の上器出土。
14日 本調査の写真撮影後、断面図、平板測

量図作成。
15日  本日で、第 4調査区調査完了。
18日  本日より、第 5調査区調査開始。表土

層より第 2層 まで機械掘削。A一 G一
4～ 8地区まで基準杭設定。

20日  A― G-4～ 8地区第 3層上面まで精

査する。A― G-8地 区で、南北方向
の条里濤を検出。条里薄内から陶磁器

類多数出土。写真撮影後、遺構、断面

図作成。A― G-4～ 6地区第 4層上

面まで削除する。
3月 2日  A― G-4～ 8地区第 4層 を精査する。

中世の包含層で、多数の遺物を含んで
いる。遺構は存在しなかった。

12日  A― G-4～ 8地区第 5・ 6層 まで削

除。A― C-6～ 8地区で、第 5層 よ

り、弥生、古墳期の河川検出。河川は、

人為的に改4少 した形跡が見られる。河

川内から若干の上器出土。写真撮影後、

遺構、断面図作成。
20日  F― G-8地 区第 5層上面より、 1条

の濤を検出。濤内から弥生中期の上器

出土。写真撮影後、遺構、断面、平板

測量図作成。
27日  本日で、第 5調査区の調査完了。

11月 16日  本日より、第 3調査区と並行して、第
6調査区の調査開始。南北に33× 3m
トレンチ設定。表土より第 3層 まで機

械掘削。
18日  第 3、 4層上面まで削除したが、遺構

は、存在しなかった。
22日  第 5層上面まで削除。
30日  調査区内の南端部で、弥生中期の排水

溝検出。溝の両岸には、多量の杭が打

ち込まれていた。写真撮影後、遺構、

断面、平板測量図作成。
12月 17日  本日で、第 6調査区の調査完了。12月 26日

27日

1月 29日
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第Ⅳ章 調 査 結 果

(1)第 1調査区

まず調査区全域に トレンチを設定した。 トレンチの幅、また長さは一定していなく、進行状

況に応じて対応させた。そのうち北部の拡張部分と南東の補足部分は全面調査を行なった。

以下、検出した遺構を記述する。

1

2

3

4

5

6

7

80cm

4.5

第 1層 耕土

第 2層 黄褐色粘質土層

第 3層 責灰褐色砂質土層

第4層  灰褐色粘質土層

第 5層 灰色砂層

第 6層 暗灰色粘土層

第 7層 青灰色粘土層

第 4図 第 1調査区基本土層図

基本土層 この調査地の基本的な層序は第 1層耕土、第 2層 は 5 cm間隔 ぐらいで互層され、

堆積も厚 く約40cmである。第 3層 は約20cmの 堆積で、中世遺物を夕く含む。第 4層 も同じく約

20cmの堆積で、中世遺物も包含しているが須恵器も含む。第 5層 の砂層は調査区の北半分に堆

積しており、南側ではない。この層より古墳時代の遺物を多く含む。第 6層 の上部は鉄分が沈

着したような黄褐色粘土層で、下部は暗灰色粘土層である。この層は調査地域全面にわたって

おり、泥炭地であったことが窺われる。検出した多くの遺構はこの面より切 り込んでいる。

条里遺構 第 3層上面より切 り込んでいる濤を検出した。G-9地区に交点を置き、南北と

東方向には検出したが、西方には検出できない。断面を観察すると、表上にも同じように濤が
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第 6図 条里遺構交点 平面図

あり、何回か改濤しながら現在に至っている。また現地表の濤が条里制の坪境の濤として考え

られていることより、検出した濤も条里制の濤であることが窺える。

濤幅約 lm、 深さ約05mで、交′ミ部分で若干広 くなっている。濤中より近世陶磁器類が出土

し、また第 3層が中世遺物を包含していることより、近世に初まる濤であることがわかる。

交点部分には特に多くの杭が打ち込まれていた

溝 l L-12～ L-15地区で検出した。東西に走るもので、 2本の濤が東側で合流し、南東

方向に流れをもつ。滞Aは西方上流で自然消滅する。合流地点の濤幅4.5m、 深さ05m、 濤A

日
Ｈ
Ｉ

ヽヽ―
―
―

，
レ
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幅15m、 深さ0.3m、 濤 B幅0,7

m、 深さ0.2mである。合流地′点

の濤底で、ナスビ形着柄鋤が出

上 した。濤A内 より、弥生土器

片、石鏃が出上 した。土器片は

風化が激しく時期判定は極めて

困難であるが、おそらく中期の

もの と思われる。合流地点では

遺物は 1点 も出土 していな く、

時期は決めかねるのであるが、

濤A内 出土遺物、また他の検出

した濤も同 じく暗灰色粘土層を

切 り込んで、濤中に弥生時代中

期の土器を含んでいることより、

弥生時代中期には存在 していた

濤であると考えられる。

溝 2 A-lo地 区より」-22

地区にかけて検出した濤である。

第 6層 (暗灰色粘土)よ り切 り

込んだ濤で、北西部は幅 3m、

深さ1.5m、 南東部は幅15m、

深さ0.5m、 高低差は約40cm程で、

北西部が低 く濤幅 も広い。 した

がって、南東方向から北西方向

に流れをもつ ものと思われる。

町面 を観察するとこの濤は、自

然流路 を改4多 して断面U字状に

栞 く掘ったことが窺える。 自然

第 1層 耕土

第 2層 黄褐色粘質土層

第 3層 黄灰褐色砂質土層

第 4層 灰褐色粘質土層

第 5層 灰色砂層

第 6層 暗灰色粘土層

第 7層 青灰色粘土層

第 7図 溝 1 平面図・ 断面図

流路の方は、幅は広いが浅いものである。濤内より弥生時代中期の上器が出土する。

溝 3 北西部で第 6層 (暗灰色粘土)よ り切 り込まれた二叉に分かれる濤を検出した。濤C

はE-6付近より北西に延び、幅、深さとも増しながらB-5付近で西方に曲が り、B-1地
点で溝Dと 合流する。濤Dは C-2付近で自然消滅する。合流地 点́の濤幅 5m、 深さ1.5mで 、

-13-



A-10地区

第 1層  責褐色砂混粘土層

第 2層 責色粗砂層

第 3層 黒色粘土層

第 4層  黄褐色砂質土層

F-13地 区

第 1層  貰褐色砂混粘土層

第 2層 灰褐色砂質土層

第 3層 灰褐色砂層

第4層  黒色粘土層

D-13地区

第 5層 暗灰掲色粘土混砂質土層

第 6層 責褐色砂層

第 7層 灰色粘土混砂質土層

第 5層 暗灰色粘土層

第 6層 灰褐色砂質土層

第 7層 黄灰色砂質土層

第 4層 茶褐色砂層

第5層  暗灰色砂質土層

第 8図 溝 2 断面図

第 8層 責灰色砂礫土層

第9層  暗灰褐色砂層

第10層  黒色粘土層

第 8層 灰褐色砂層

第 9層 黄褐色砂層

第10層  暗灰色粘土層

ー
第 6層 灰褐色粘土層

a   灰色砂層

第 1層 黒色粘土層

第 2層 黒色砂層

第 3層 黒色砂質土層

南東方向より西方に流れをもつ流路である。時期は、出土遺物 もな く決めかねるが、弥生時代

の自然流路 と考えられる。

北側拡張部 濤 2の北側 (A-lo)延 長部 と条里遺構の北濤の延長調査である。北西方向に

延びる 2本の濤を検出した。濤 Eは 幅約 1.5m、 深さ約0,7mで、濤 Fは幅約15m、 深さ約0.5

mである。これらの濤は、濤 2が A-10で分岐するものである。

南東部調査区 (」 -19～ 22,K・ L-16～ 22) 第 6層 (暗灰色粘土)よ り切 り込んだ、大

小の濤 と土坑を検出した。暗灰色粘土層の上面および遺構内に弥生時代中期の土器が出土する

1

蒙
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E-6地 区

第 1層  嗜灰色粘質土層

第 2層 黒褐色粘土混砂層

第 3層 黒灰色砂粒混粘質土層

第 4層 暗黒色粘土混砂粒層

第 9図 溝 3 断面図

第 1層 暗灰色砂層

第 2層 黒色粘質土層

第 3層 暗灰色砂混粘土層

第 5層 茶褐色粗砂層

第 6層 灰色粘土層

第10図 南東部 平面図

ことより、弥生時代中期の遺構 と考えられる。大濤は幅、深さとも一定していなく、方向も規

則性がないことなどから自然流路であると考えられる。これらの大濤に直交するように小濤が

何本か掘られ、壁面の掘 り方も垂直に近 く、明らかに人工のものである。

(2)第 2調査区

第 1調査区と同じように、まず トレンチを設定し、遺構確認に努めた。その結果、第 6層上

面の濤、土坑、第 3層上面の条里遺構、第 7層上面の自然流水路を検出した。
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4.7

80cm

第 1層 耕土

第 2層 責褐色粘質土層

第 3層 黄灰褐色砂質土層

第4層 灰褐色粘質土層
第5層 責褐色粘土層
第6層 暗灰色粘土層

第 13図 条 里遺構  断面図

第 5層 黄色混灰色砂層

第 6層 暗灰色粘土層

第 7層 青灰色微砂層

b

d

0            80cm
i  t  i

腐植土層

暗茶褐色粘質土層

灰色粘土層

暗灰色粘質土層

第 1層 耕上

第2層 黄褐色粘質土層

第3層 黄灰褐色砂質土層
第4層 灰褐色粘質土層

第 12図 第 2調査区基本土層図

基本土層 第 2調査区の基本的層序は第 1調査区とほとんど同 じであるが、ただ北西部で

は第 6層 (暗灰色粘土)の上層に砂の堆積が多く、層位が乱れ、かなり氾濫を受けていたこと

が窺える。第 1層耕上、第 2層黄褐色粘質土、第 3層責灰褐色砂質上、第 4層灰褐色粘質上、

第 5層責色および灰色砂層で東部には及ばない。第 6層暗灰色粘上、第 7層青灰色粘上で、第

1層 より第 7層 までの堆積土は、第 1調査区ほど厚 くはない。

|

l
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第 1層  暗灰色砂層         第 4層

第 2層 責茶褐色砂混粘質土層    第 5層

第 3層 青灰色粘質土層       第 6層

1 1 1

黒色粘質土層

暗灰色礫混砂質土層

灰色細砂層

第 14図 溝 1断面図

条里遺構 第 1調査区G-9地 区に交点を置き、北に延

びる濤の延長部分である。濤は現在のものを含め、四時期

にわたって改修 されている。最 も古い時期は第 3層 (黄灰

褐色砂質土)上面から切 り込まれ、第 1調査区と同 じよう

に、濤中か ら近世陶磁器類が出土する。濤幅約1.5m、深さ

0.6mである。

溝 1 調査地の西南部 (H-6～ I-7)、 第 6層 (暗

灰色粘土)上面で検出した濤である。北西より南東方向に

走るもので、北側で設定 した トレンチでは検出されなかっ

たため、自然消減しているものと考えられる。濤幅約08m

深さ約0.25～ 03m、 濤内堆積土は砂層で遺物は含んでいな

い。 したがって時期は決めかねるのであるが、上層の砂礫

層より6世紀以降の須恵器、土師器が出土することから、

その時期にはすでに埋没している自然流路であると考えら

れる。

土坑 流水路に接 して、西側 (H-6)で 検出した。径

0.6m、 深さ0.3m前後で、他には検出できず、どのようなも

のなのかは不明である。濤 と同時期の ものと考えられる。

河川状遺構 第 7層 (青灰色粘土 )上面で検出した流水

路で、北西 (A-8)付 近より南東 (I-15)付近にかけ

て、調査地を斜め横断する。断面を観察す ると、第 7層以

下でも層位が乱れ、流木をかな り含むことより、自然河川

であったことが窺える。その後、徐々に土砂の堆積により

狭 くな り、検出した状態で幅 5m、 深さ1.5mで ある。最上

層で第 6層 (暗灰色粘土)が堆積 してお り、弥生時代中期

-18-
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には消減 してしまった河川であると考えられる。

0 第 3調査区

第 3調査区は、第 1調査区の南部に位置 している。

で検出された弥生時代中期から近世 までの各遺構が、

る。

第 1層 耕土

第 2層 黄褐色砂質土層

第 3層 灰責色粘質土層

(柳本 )

本調査区で検出した遺構は、第 1調査区

延長 してきたものと同一であると思われ

4.7

80cm

第4層 灰褐色粘質土層

第 5層 灰黒色粘質土層

第 6層 青灰色粘質土層

第 16図 第 3調査区 基本土層図

基本土層 第 3調査区の基本的な層序は、 6層 に大別できる。近世の堆積層は安定 した堆積

を見るが、A-0～ 5地区からI-0～ 5地区にかけて、弥生時代中期上面までは一定 した堆

積を示さず、猪名川の氾濫によって、土砂が断続的な堆積状況を示している。

第 3調査区で検出した遺構は、弥生時代中期から近世にかけての遺構である。検出した遺構

を概観すると弥生時代中期の河川、濤、杭列、中世の所属時期不明の土坑、近世条里遺構、土

坑などである。

条里遺構 A-8～ I～ 8地区で検出した濤である。第 1調査区のA-8～ L-8地 区から

-19-



第 1層 耕土

第 2層 責褐色砂質土層

第 3層 灰責色粘質土層

第 4層 灰褐色粘質土層

第 5層 青灰色粘質土層

第 6層 灰褐色砂質土層

第 17図 条里遺構 断面図

南方向に延びて くる条里遺構で、第 3層 (灰黄色粘質土)上面か ら第 4層 (灰褐色粘質土 )を

切 り込んでいる。濤幅15m、 深さo,3mを 計る。濤の両岸は緩傾斜を呈 してお り、底面は平担

である。堆積土は、 3層 に区分されて灰褐色粘質土、青灰色粘土、灰褐色砂質土層による互層

である。遺物は、陶磁器類などが含まれていた。

第1層 灰茶褐色砂質土層

第2層 青色粘質土層

第 3層 黄褐色砂質土層

第 4層 黒色粘質土層

第5層  暗青色粘質土層

第 6層 青色砂質土層

第7層 青灰黒色粘質土層

第 8層 茶褐色粘質土層

第18図 近世土坑 断面図

近世土坑 G-01～ 02地区で検出した江戸時代の上坑である。第 3層 (灰責色粘質土)か ら

第 6層 (青灰色粘質土)を切 り込んだU字状の上坑である。土坑径37m、 深さ15mを計る。

埋土は、自然による堆積状況を示すものではなく人為的な埋め戻しが認められ、砂質土、粘質

土層による攪乱層である。

中世土坑  E-01地 区の西

壁断面で検出した土坑である。

西壁断面での検出なので、土

坑の全体は不明である。土坑

は、第 4層 (灰褐色粘質土 ) 第 19図  中世土坑 断面図

から第 5層 (灰黒色粘質土)を切 り込んだV字状の上坑である。土坑径1.7m、 深さo8mを 計

る。埋土は、黄灰色砂質粘土、青灰色粘質土、暗青灰色粘質土層である。遺物は、土師器片、

木片などが含まれていたが、時期決定は定かにしがたい。

河川 1-3 A-4～ D-4地区で検出した弥生時代中期の河川である。河川は、第 5層

(灰黒色粘質土)か ら第 6層 (青灰色粘質土)を切 り込んでおり、第 5層 で埋没する。河川幅15

m、 深さ18mを計る。両岸は、対称的ではなく、南岸は急傾斜で、北岸は緩傾斜を呈して、底

第1層 黄灰色砂質粘土層

第2層 青灰色粘質土層

第 3層 暗青灰色粘質土層

-20-



河 ,「11-1

B C D E F

第20図 第 3調査区

G   H

全体図

面は平担である。堆積土は、粘質土、

砂質土、砂礫土層による互層である。

遺物は、弥生時代中期の壺形土器が

出上した。

河川 1-5 A-8～ F-8地 区

で検出した河川で、A-1～ 4地区

か らE-1～ 4地区で検出した河川

が南東方向に続行 してくるものであ

る。河川は、第 5層 (灰黒色粘質土 )

か ら第 6層 (青灰色粘質土 )を切 り

込んで、底面の砂礫層まで及んでい

る。河川は第 5層 で埋没する。河川

幅24m、 深さ1.6mを 計る。河川の両

岸は、緩傾斜を呈 して、底面は平担

である。河川には、板杭の施設が認

められ、杭は河川が埋没した後に打

ち込まれたものとは考えられず、河

川内に土砂が徐々に堆積 してい く過

程において、打ちこまれた可能性が

強い。堆積土は、灰黒色砂質上、黒

色粘質上、黒色有機質粘上、シ ミ状

鉄分沈殿層による互層である。遺物

は、堆積土上層より弥生時代中期の

三形土器、サヌカイ ト刹片などが出

土 した。

'可

サI11-6 B-10。 11～ H-10。

11地区で検出した河川で、河川 1-

5が直行する。第 5層 (灰黒色粘質

土 )か ら第 6層 (青灰色粘質土 )を

切 り込んでお り、河川は第 5層 で埋

没する。河川幅26.7m、 深さ18mを

計る。両岸は、階段状の緩傾斜 を呈

―

河 J111-6

河 川 1-5
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第 1層 灰色粘質土層

第2層  黒色砂質粘土層

||

第3層 黄褐色砂礫土層

第21図 河 )‖ 1-3 断面図

第2層 灰黒色粘質土層

第22図 河川 1-5 断面図

第4層 灰色砂礫土層

第 3層  黒色粘質土層第 1層灰黒色砂質土層

第 1層 耕土

第2層  黄褐色砂質土層

第 3層 灰責色粘質土層

第 1層 灰褐色砂質土層

第 2層 茶灰色砂質土層

第4層

第 5層

第6層

第23図 河川 1-

灰褐色粘質土層

灰黒色粘質土層

青灰色砂質土層

6・ 溝 5 平面図

第 7層 黒色粘質土層

第8層 黒色砂質土層

第 9層 阜色粘質土層

断面図

第3層 青灰色粘質土層

第 24図 溝 2 断面 図

-22-

第 4層 黒色粘質土層



第 6層  黒色粘質土層

第 5層  黒色砂質土層

第13層  黒色砂質土層

第14層  灰色砂質粘土層

第15層  黒色粘質土層

第 4層 黒色粘質土層

第 5層 青灰色砂質土層

第25図 溝 3・ 4 断面図

第2層  茶褐色砂質土層

第26図 溝 6 平面図

I   I  I

第7層  灰色砂礫土層第5層  灰色砂質粘土層

第4層  黒色砂礫土層

第10層  灰褐色枯質土層

第11層  黒色粘質土層

第12層  灰黒色砂質土層

第 1層 灰褐色砂質粘土層

第 2層 茶掲色粘質土層

第 3層 責灰色砂質土層

L―一

一

第16層  黒色粘質土層

第17層  灰褐色砂質土層

第18層  肯灰色砂質土層

第 6層 黒色粘質土層

第 7層 青灰色砂質土層

第 1層 灰色砂質土層
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して、底面は平担である。北岸の斜面には、第 6層から濤が切 り込まれている。北岸には、10

本前後の割杭が一列方向に打ち込まれていた。河川の堆積土は、黒色粘質土、有機質粘土、砂

礫土層による互層である。遺物は、堆積土上層に比較的多く含んでおり、弥生時代中期の三形

土器、甕形土器、石包丁などが出上した。

溝 2 D-1～ E-1地区で検出した弥生時代中期の濤である。濤は、第 5層 (灰黒色粘質

土)上面から第 6層 (青灰色粘質土)ま で切 り込まれていて、第 5層上面で埋没する。濤幅4.2

m、 深さ1.15mを 計る。′両岸は、第 5層から緩傾斜を呈して、第 6層 で直角に切 り込まれてい

る。堆積土は、砂質土、粘質土層による互層である。

溝 3 F-3～ G-3地区で検出した中世、弥生時代中期の濤が重複している。中世の濤は

第4層 (灰褐色粘質土)か ら第 5層 (灰黒色粘質土)を切 り込んでおり、濤幅2.4m、 深さo6m

を計る。南岸は緩傾斜しており、北岸は急傾斜を呈して、底面は平担である。弥生時代中期の

濤は、第 5層 から第 6層 (青灰色粘質土)を切 り込んでおり、濤幅25m、 深さ0.7mを 計る。両

岸は緩傾斜を呈して、底面は平担である。堆積土は、砂質土、粘質土層による互層である。遺

物は、重形土器が出土した。

溝 4 濤 3の南側で検出した弥生時代中期の濤である。濤は、第 5層 (灰黒色粘質土)か ら

第 6層 (青灰色粘質土)を切 り込んでいる。濤 8、 9は 、第 5層上面で埋没する。濤幅105m、

深さ055mを 計る。両岸は急傾斜を呈して、底面は平担である。堆積土は、砂質粘上、砂質土

層による互層である。

溝 5 H-10。 11～ I-10。 11地区で検出した弥生時代中期の不定形な枝状濤である。濤は、

第 6層 (青灰色粘質土)か ら切 り込まれて、第 5層 (灰 黒色粘質土)で埋没する。滞幅0.35m、

深さ02mを 計る。溝の両岸は、急傾斜を呈しているが、底面は平担である。堆積土は黒色粘質

土が堆積している浅い濤で、北側の河川 1-6に 直行する。

清 6 C・ D-23・ 24地区で検出した弥生時代中期の濤である。濤は、第 5層 (灰黒色粘質

土)か ら第 6層 (青灰色粘質土)ま で切 り込まれていて、第 5層上面で埋没する。濤幅23m、

深さ05mを計る。両岸は緩傾斜を呈して、底面まで及んでいる。堆積土は、砂質土、砂層によ

る互層である。

流路について 第 3調査区の河川は、A-0～ lo地区からI-0～ 10地区で検出した。兵庫

県側で検出しているシガラミ状遺構の河川が、本調査区の河川 1-1に 続行する。河川 1-6

付近に位置している (財 )大阪文化財センター第20ト レンチで検出している河川岸が、河川 1

-3に 直行する。流路方向は、第20図に示すように河川は 1-6に ゆくにつれて、底面は低 く

なり、流路は蛇行しながら北西から南東方向に、流れていたと考えられる。

河川の岸には、護岸施設と考えられる杭群が認められた。河川 1-4～ 6に は、河川堆積土
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内には杭列 を有 している。これらの杭は、河川が徐々に埋没する段階に打ち込まれている。河

川 1-5・ 6の北岸には、円形、濤状の堀 り込みの形跡が認められた。これらは、水の浸蝕作

用によって形成されたとは考えられず、人為的な護岸 を目的 とした施設の可能性が強い。

河川の付近には、河川の付属施設 と考えられる濤群が分布 している。第20図 に示すように数

条の濤が枚状に分流 しながら本河川に合流するものと思われる。

14)第 4調査区

第 4調査区は、第 5調査区の東側に位置してお り、大同圧延工業の進入道路 と大同圧廷工業

内の東地域にあたる。

第 4調査区では、近世の条里遺構 を除いては、遺構は検出されなかった。遺物では、紀文堆

積層より紀文時代中期の上器が出上 した。

2

3

4

5

6

4.7

80cm

第 1層 耕土

第 2層 灰褐色砂質土層

第 3層  明灰色砂質土層

第4層 茶褐色砂質土層

第 5層 黒色粘質上層

第 6層 青灰色砂質粘土層

第27図 第 4調査区 基本土層図

基本土層 第 4調査区の基本的な層序は、 6層 に区分できる。A-27地区は、第 1層から第

2層 まで基本層序で第 3層からは若千異なり、 9層 に区分できる。A-24～ 27地区の第 5層 ま

で水平な堆積状態を示すが、第 6層 より南西にかけて、ゆるやかに傾斜 している。A-25～ 26
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地区の第 3層 は、江戸時代の水田開発による攪乱土

である。

条里遺構 A-24～ 27地区にかけて検出した東西

方向の濤である。濤の北岸は遺存 していたが、南岸

は大同圧廷工業の工事で掘削され、濤幅は不明であ

る。滞は、第 5調査区で検出した条里遺構の東岸に

本濤が直交する。濤は、第 4層 (茶褐色砂質土)か

ら第 5層 (黒色粘質土 )を切 り込んでお り、北岸に  第28図 紐支土器 出土状態図

は護岸施設 と考えられる丸杭が、岸辺に沿って打ち込まれている。堆積土は、青灰色砂質粘土      ・

が堆積 している。遺物は、陶磁器が出上 した。

(5)第 5調査区

第 5調査区は、第 1・ 2調査区の中間に位置 している。第 5調査区の調査 目的は、兵庫県側

地域、 (財 )大阪文化財センター第 3ト レンチ、兵庫県教育委員会 と本調査団が共同調査を実

施 したA-1～ 3地区か らF-1～ 3地区で検出された、平安時代後期に比定される掘立柱建

4.5

Ocm

第 1層 耕土              第5層 灰黒色砂質*占 土層
第2層 黄褐色砂質土層         第6層 責褐色砂質粘土層
第3層 責褐色砂質粘土層        第7層 黒色粘質土層
第4層 灰色砂質土層          第8層 青灰色粘質土層

第 29図 第 5調査区  基 本 土層 図
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１
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物址群の分布範囲の確認であった。しか し、第 5調査区のA-8～ F-8地 区においては、掘

立柱建物址群が存在しなかった。したがって、掘立柱建物址群の分布範囲は、兵庫県側地域 と

(財 )大阪文化財センター第 3ト レンチ付近に数棟存在していたと考えられる。

基本土層 第 5調査区の基本的な層序は、 8層 に大別できる。第 2・ 3層 は江戸時代の堆積

層であ り、第 4層 は鎌倉時代、室町時代の遺物を含む包含層である。A-4～ 6地区か らH―

4～ 6地区にかけては、基本層序 とは若千異なり砂層が多く堆積する。       ォ、

条里遺構 A-7・ 8地区からH-7・ 8地区で検出した濤である。濤は、第 1・ 2調査区

で確認している南北方向の濤に直結する。南北方向に走行する 1条の濤は、A-8地 区の東岸

よりT字状に分岐 していき、第 4調査区で検出している東西方向の濤に直行する。濤は、第 3

層 (黄褐色砂質粘土)上面から第 5層 (灰黒色砂質粘土)を切 り込んでお り、水路幅21m、 深

さ04mを 計る。濤の両岸は対称的ではなく、西岸は急イ頃斜で、東岸は緩傾斜 を呈 して、底面に

は数本の竹杭、木杭が打ち込まれている。濤の堆積土は、淡灰黄色土、淡灰茶色上、青灰褐色

砂礫上、明青灰茶色土層による互層である。遺物は、土師器、陶磁器、瓦などが出土した。

河川 A-6～ 8地区か らC-6～ 8地区で検出した弥生時代中期、古墳時代後期の重複す

る河ナIIである。

河川は、南東か ら北西方向の流路で、第 5層 (灰黒色砂質粘土 )か ら第 8層 (青灰色粘質土 )

を切 り込んでいる。A-6～ B-6地 区の河川幅42m、 深さo,9mを 計 り、A-7・ 8地区か

らC-7・ 8地区では河川幅11.3m、 深さ12mを計る。河川幅は、A-7・ 8地区か らC-7・ 8

地区付近で南東方向に広 くなる。A-8地 区の両岸は、緩傾斜を呈 して底面まで及ぶ。南岸の

傾斜面には、濤幅15mの 人為的な小濤が切 り込まれてお り、岸には護岸施設と考えられる割杭

第1層 耕土

第2層  黄褐色砂質土層

第 3層 黄褐色砂質粘土層

第4層 灰色砂質土層

第5層  灰黒色砂質粘土層

第 6層 灰責色砂質土層

第7層 青灰色砂礫土層

第 8層 茶褐色砂層

第9層  茶褐色粘質土層

第10層  灰黒色砂質土層

第30図 弥生時代溝 。条里遺構

第11層  灰色砂質土層

第12層  黒色砂質土層

第13層  黒色粘質土層

第14層  黒色砂質土層

断面図
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第 1層 耕土

第 2層 黄褐色砂質土層

第 3層 貢褐色砂質粘土層

第 4層 灰色砂質土層

第 5層 茶褐色砂質土層

第 6層 灰色砂礫土層

第 7層 灰色砂質土層

第 8層 黒色砂質土層

第31図 河川 断面図

が打ち込まれている。河川は、弥生時代中期以降になると除々に埋没してゆ くが、古墳時代後

期においても、濤 としての機能を呆たしていたと考えられる。古墳時代後期の堆積土は、茶褐

色砂質上、灰色砂礫土、灰色砂質土層で、弥生時代中期の堆積土は、黒色粘質上、黒色砂質上、

灰茶色砂質土層による互層である。減物は、古墳時代後期の堆積土に須恵器の杯が含まれてお

り、弥生時代中期の堆積土からは重形土器、木製品などが出上 した。

濤 F-8～ G-8地 区で検出した南西～北東方向に走行する弥生中期の濤である。濤は、

第 5層 (灰黒色砂質粘土 )か ら第 8層 (青灰色粘質土 )を切 り込んでお り、濤幅2.9m、 深さ0,95

mを 計る。濤の両岸は、緩傾斜 を呈 しながら第 8層 で垂直に切 り込まれてお り、底面は平坦で

ある。濤の堆積土は、砂質粘土、粘質土層による互層であ り、第 5層上面で埋没する。遺物は

壺形土器が出上 した。

(6)第 6調査区

第 6調査区は、第 3調査区の南側、猪名川流域原田下水処理場敷地内に位置 している。

発堀調査 を実地するにあたって、地層堆積状況を把握するため、調査区域内にボー リング調

査を行ない、沖積層の上壊採取 をした。土壊を精査 した結果、第 3調査区の地層堆積状況 とは、

なんら異なっていない。

調査区に長さ33m、 幅 6mの トレンチを南北方向に設定 した。表土面か ら旧表土面 (耕土 )

まで、約 5mが盛上である。

基本土層 第 6調査区の基本土層は、 6層 に大別できる。第 2層 から第 5層上面までは、安

定 した堆積状況を示す。 しか し、調査区の南端部付近か ら、第 6層 は傾斜する。

排水濤 第 6調査区で検出した遺構は、弥生時代中期の排水濤である。

調査区の南端部で検出した濤は、北西～南東方向に傾斜 しながら走行する。濤は、第 5層 (黒

色粘質土)か ら第 6層 (青灰色粘質土 )を切 り込んでお り、濤幅15mを 計 る。両岸には、1～

5 cmの割杭、角杭、九杭などが270本 前後垂直に打 ち込まれてお り、これは護岸 を目的とした
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第 9層 暗茶色粘質土層

第10層  黒色砂質土層

第■層 黒色砂質粘土層

第12層  灰黒色砂質土層

第13層 暗茶色砂質土層

第14層  灰茶色砂質土層

第15層  黒色粘質土層

第16層  茶褐色粘質土層

4.5

80cm

第 1層 耕土

第 2層 黄褐色砂質土層

第 3層 灰褐色砂質土層

第4層 暗茶褐色砂質土層

第5層  黒色粘質土層

第 6層 青灰色粘質土層

第32図 第 6調査区 基本土層図

施設であると思われる。堆積土は、黒色砂質粘土層が堆積 している。

遺物は、第 3様式の壺形土器、サヌカイ ト制片が出上した。  (橋 本 )

3

4

5

6
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第33図 排水溝 平面図
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第V章 出 土 遺 物

縄支土器 (第 34図、図版11-1)

第 4調査区A-27地区の第 6層 より単独で出上している。
註 1

紀文時代中期に所属する船元 11式 のA類 に比定される深鉢土器である。

かな波状口縁を有 して、

胴部は若千外反 しており、

底部は浅い凹状を呈する。

口縁部外面には貼付突帯

文を、口縁部下半から底

部上方までは、紀文原体

RLの縦走する縄文を、

地文 として施している。

波状口縁部から頸部にか

けては、 1条の貝殻腹背

圧痕文、および D字状の

瓜形刺突文が、口縁部に

平行 して施 されている。

波状口縁部の内面には、

RLの斜状紀文が縦走し

ている。焼成は良好で、

色調は茶褐色を呈する。

|ナ

第34図 縄文土器 拓影図

土器の復原値は、器高30cm、 口径26cm、 胴径24cm、 底径 6 cm、 器厚 l cmを 計る。

縄文土器の出土層序について記述すると、土器の出上したA-27地区の第 6層 (青灰色砂質

粘土層)と 、 (財 )大阪文化財センターによって実施された第12ト レンチの第 9層 (青灰色粘

土層)と は、堆積レベルに差異はないため、両層の南北ラインまではプライマ リーな層序を形

成していたと考えられる。しかしながら、A-26地区より第 6層 は、南西部にかけて傾斜する

状況を示し、土器の出上したA-27地区と、A-26地区とのレベル差は、50cm前 後を計る。し

たがって土器が原位置から遊離 した可能性が強い。

弥生土器 (第 35図 ～第38図 、図版11-2～図版12)
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第35図 1～ 第36図 8は 、第 1調査区南東部、第 4層および第 5層上面で出上 した遺物である。

第35図 1は 外斜状の長い頸部を有 し、日縁部で水平方向に外反し、端部は上方にやや肥厚す

る。調整は全面ハケで、下半部のみその後に縦方向のヘ ラミガキを行なう。 3も 同様である。

2は 、口縁端部を下方に若千拡張させ る。第 3様式の上器である。

4は 有段の台付鉢で、 2条の くずれた波状文を有する。鉢部は内外面 ともヘラ ミガキ、脚部

外面は縦方向のヘラミガキ、内面は中程でしば り痕 を残 し、下方はナデ仕上げである。第 3様

式の新段階のもの と思われる。 5～ 14は 第 4層 中か ら出土 した底部である。 5～ 6は 甕で、外

面わずかに叩き目の痕跡を残し、内底面はカキ上げとくもの巣状のハケメ調整をする。 7は 壷

の底部で第 5様式の土器である。

第36図 1と 2は T-20地区の上坑で、 2は上面、 1は坑内より出土 したものである。 2は 外

斜状にのびる長い頸部を有 し、口縁部で水平方向に外反する。頸部から胴上半部にかけて、櫛

描直線文 と波状文を組み合わせ、施文は簡略に行なっている。底部は欠損 している。下半部は

縦方向のヘラ ミガキ、内面下半はハケメ調整、上半部はナデ仕上げである。 1は 日頸部だけを

有 し、下部は欠損する。口縁部の形態は他の壺 と同様、外面に縦方向のヘラミガキ痕がみられ

る。内面はナデ仕上げだが、風化が激 しい。第 3様式の上器である。

5は小濤 Gか ら出土 したもので、この回頸部で下部は欠損 している。外斜状にのびた頸部が

口縁部で大 きく外反し、端部で下方に拡張させ文様帯をつ くる。頸部外面には現存で 3条の断

面三角形の貼 り付け凸帯文 を有する。拡張 した口縁外端面には波状文を施 し、その上に二段の

円形浮文を貼 り付ける。内面上端にも二段の櫛描列点文を有 し、その上に長さ約 l cmの棒状浮

文 を全周させ る。加飾されたこで、第 3様式の土器である。

5～ 8は 第 1調査区濤 2か ら出上 したものである。 5はこの口縁部で、外斜状にのびてきた

頸部か ら大きく水平方向に外反する。端部は上方に若千肥厚させる。 4は 甕の口頸部で、 くの

字状に外反するものである。外面は風化が激 しく表面剖離しているが、わずかにハケメの痕跡

がみられる。内面は横方向の荒いハケメ仕上げである。 6か ら8は甕の底部である。これらは

第 3様式の土器 と思われる。

第36図 9～ 第38図 5は 、昭和54年度の調査で、第 3区の河川状遺構内から出上 したものであ

る。

第36図 9は 短 く外反する頸部 を有 し、口縁部で大きく水平方向に開 く。最大径 を胴の中位に

有するが、それよりも器高が勝るこである。第36図 10、 11は 、おそらく同一個体の ものと思わ

れる。ゆるく外反する頸部は、口縁部で水平方向に短 く開 く。口縁端部を上下に若千拡張させ、

文様帯をつ くり、外端面に 4条の櫛描直線文 を、内面上に列点文を施す。頸部より胴部上半ま

で波状文 と直線文を交互に組み合わす。第 3様式の上器である。
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第37図 1は短 く大きく外反する口頸部を有 し、口縁部はそのまま丸 く終わらせ る大型の壷で

ある。胴上半部は横方向のヘラミガキ、口頸部はヨコナデ調整で内面は風化のため不明である。

第 1様式新段階の上器か。 2は 外斜状に長 くのびた頸部が、口縁部で水平方向に大 きく開 く壺

である。口縁径 と胴最大径がほIF等 しい。口縁部上端に刻み日、下端にも部分的に刻み 目が認

められる。頸部より胴部上半にかけて 5条の直線文を有する。調整は外面にハケメ、その後下

半だけ縦方向のヘラミガキ、内面はナデ、頸部にしば り痕を残す。第 3様式の上器である。 3

は高杯形土器の杯部である。内外面 とも縦方向のヘラミガキ、日縁端部はヨヨナデを施す。 4

～ 6は 簑形土器で、 4と 5は 外反させただけの短い口縁部で、 4は端面に刻み 目を有する。外

面はハケメ、内面はナデ仕上げである。 5も 外面は同様であるが、内面にハケメが残る。 6は

くの字状に外折する口縁部で、端部 を上下に若千拡張させる。内外面はハケメ調整、口縁部は

ヨヨナデを施す。すべて第 3様式の土器である。 7は鉢形土器で、底部は くぼみ底に仕上げ、

外面に指頭圧痕 を残す。外面はハケメ、内面はナデ仕上げである。第 2様式の上器か。

第37図 8～ 第38図 5ま では胴部より底部のものである。第38図 1は 第 3調査区第 6層 の暗灰

色粘土、 3は 第 4調査区第 3層上面、 4は 第 6調査区濤上面より出土 したものである。 1は 底

部下半に径約 2 cmの焼成後の穿孔を有する。おそらく壺棺 として使用されたもの と思われる。

内外面 とも風化が著 しい。ほとんど中期のものと思われるが、 4は 前期のものか もしれない。

(柳本 )

須恵器 (第38図 6～ 20、 第39図 1～ 26)

須恵器は、原形を留めるものを数点出上 しているが、他はいずれも細片に近いものばか りで

ある。そのほとんどは杯で、わずかにこの口縁部や高杯の脚部 も含まれる。また、出土地点 と

しては、第 1区の第 4層 を中心 として上下の層が大多数 を占め、その他、第 2、 3、 5地区に

も各々少量の出土がみられる。

第38図 6～ 19は杯蓋である。 6は今回出上 した杯蓋の中では、天丼部 と口縁部を分ける稜が、

最 も明瞭に残るものである。口縁部はやや裾広が りに下が り、端部は薄 く鋭い。残存 している

天丼部には、左方向に回転ヘラ削 りが廻る。日縁部 と内面には、回転ナデ調整が認められる。

7、 8は 天丼部から口縁部にかけて九 くドーム形を呈する。口縁端部は内面に段 を有し、天丼

部 と口縁部 を分ける稜はわずかに突出する。両者の形態は類似するが、8の復原口径は14“ mと 大

型化 を示す。 4の稜はさらに鈍 くわずかに認め られる程度であるが、裾広が りの口縁部は依然

として長 く、内面に段 を有する。胎土にはやや大きめの砂粒を含み、焼成不良で
｀
灰 白色を呈す

る。10は ほぼ垂直に下がる日縁部をもち、口縁端部外面はヘラ調整された肥厚面を有する。天

井部 と口縁部を分ける稜は、ほとんど消失 し 1条の凹線が廻る。11は 口縁部の高さが短 くなる

傾向を見せ る。12は復原口径が11.2cmを 計 り、その形態は小型化を示す。天丼部 と口縁部の境
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は稜に代わって、深い凹線が廻る。口縁端部はわずかに開き、内面は段を有する。天丼部には

左回りのヘラ削りが廻る。その他全面に回転ナデ調整を行なう。 6～ 12は 第 1区 より出土して

いる。13は 12と 類似した形態をもつが、稜に代わる凹線は浅 く、口縁部の長さはさらに短 く、

端部内面の段 も浅 くなる。13、 15は 第 3区 より出土している。16、 17は復原口径15cmを 計 り、

大型のものに分類できる。日縁部は裾開きで、端部内面の段も明瞭ではない。19は 天丼部と口

縁部の境の稜や凹線が、消失した段階のものである。口縁部は天丼か ら裾開きにほぼ直線的

に下がり、端部内面の段も認められない。20は 高杯の蓋である。口縁部が欠損している。天丼

部外面には幅広 く左回りのヘラ削りが行なわれ、その中央にしっかりした中窪みのつまみが付

く。内面には同心円文が残り、その上から回転ナデ調整が施されている。第39図 1～ 10は杯身

である。 1のたちあが りは、わずかに内傾 しながら長 く立ち上がる。端部内面に段を有する。

受部はやや特異な形をしており、上外方に伸び端部で肥厚し平面をなす。 2、 3の たちあがり

は、肥厚しながら内傾気味に長 く立ち上がる。受部は外上方に伸び、端部は口縁部とともに丸

く調整されている。底部の成形は雑で、内面には粘土紐巻き上げ痕が残り、外面にはほぼ全面

に粗 く左回りのヘラ削りを行なう。他は全面回転ナデ調整を施す。重ね焼きのため受部以下は

色調が、たちあがりや内面に比して濃く、自然釉の付着もみられる。受部には、重ねて焼いた

他の器の一部が付着している。 4は 、たちあが りの内傾度がやや大きくなり、端部の段は浅い。

底部外面に「V」 のヘラ記号の一部が認められる。 5は器壁が全休に薄 く、たちあがりの端部

はやや鋭 く上方に伸びる。受部付近まで回転ヘラ削りを行なう。第 3区第 4層 より出土してい

る。 6、 7の器壁はさらに薄 くなる。たちあがりと受部の端部は鋭 く伸びる。底部外面のヘラ

削りの範囲は狭 くなり、%に左回りに行なう。 8は 完形である。たちあがりはやや短 くなり内

傾した後、中位から上方に伸びる。端部は内側へ傾斜し面をなす。受部は九 く、たちあが りと

の間に濤を有する。底部には「※」のヘラ記号がある。底部外面の%弱に右回りのヘラ削りを、

他面には回転ナデ調整を行なう。 9も 完形である。たちあがりは、受部から曲線を描きながら

立ち上がり、底部の器壁は厚 く、外面にはた回りのヘラ削りが廻る。11と 12は セットで第 5区

の濤から出土している。11の杯蓋は、天丼部と口縁部の境に浅い凹線が廻る。口縁部はやや裾

広がりに下がり、端部付近で浅 く窪む。端部は内面で段を有する。天丼部外面にはた回りのヘ

ラ削りをほぼ全面に、内面には回転ナデとナデ調整を行なう。12の杯身のたちあがりは、直線

的に内傾し、受部も上方気味に伸びる。調整は26と 同様に底部外面のほぼ全面に粗 く左回りの

ヘラ削りを行ない、その他は回転ナデ調整と底部中央にナデ調整を行なう。11、 12と もに胎土

には、01～ 0 3cmの 砂粒を分く含み、ヘラ削りによって砂粒が大きく移動している。14～ 16で

は口径が小型化しているが、たちあが りの長さや内傾度に大きな変化は認められない。17は た

ちあがりと受部がともに短 くなる。19、 20は たちあがりがさらに短 くなり内傾する。底部のヘ
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ラ削 りの範囲は狭 くなり、回転ナデ調整 も雑になる。21の杯身はたちあが りが短 く内傾 し、端

部は薄 く鋭い。受部はたちあが りよりやや低 く上外方に伸びる。ヘラ削 りは底部の%弱に施さ

れ、他面には回転ナデ と静止ナデが行 なわれ、調整は比較的丁寧である。外面には部分的に自

然釉がかかる。22も 杯身である。底部は平 らで、底部端に貼付高台がつ く。23は 台付壼の脚部

と思われる。透 しの痕跡がわずかに残る。25、 26は 壺の口縁である。外反して伸びた口縁端部

は玉縁状に肥厚する。25の外面は縦方向に刷毛 目が走る。

須恵器は 6点 を除きすべて破片か らの復原であるので、法量の大小か ら時期の判定は難 しい。
註 2

しか しながら、杯の回縁部の形態か らほぼ 6世紀代のものと考えられ、泉北陶邑の出土資料の

編年に照らし合わせると、 I期末からH期前半期に位置付けすることができる。また、豊中市
註 3

内の古窯跡の資料に比較すると、調整や胎土、焼成から桜井谷窯跡群の 2-2窯 跡 (下地蔵岡

窯跡)・ 2-23窯跡 (永楽荘窯跡)の時期のものと考えられる。その他、 7世紀か ら8世紀に

降るものも若千含まれる。

須恵質土器 (第 39図 27～ 29)

14世紀末から15世紀初頭にかけての鉢が 3点出上 している。28の胎土は、兵庫県魚住窯のも

のと非常に類似 しているが、口縁内面に明瞭な くびれ線をもつ鉢は、現在までの ところ魚住窯
言と4

からの出土例はみられない。

上師器・土師質土器 (第 40図 1～ 22)

土師器はほとんどが皿で、一般に灯明皿 といわれる口径が10cm以下のものが多い。量の夕少

はあるが、各地区から出上 してお り、その中でも第 1区の第 3、 4層 に分く出上 している。

1～ 5は 口径 8 cm以下で、器高も 2 cm前後のごく小型の皿である。底部からゆるく外上方に

体部がイ申び、口縁は端部を上方につまみ上げている。 2は 底部に小孔を穿っているが、用途は

不明である。いずれも外面に手づ くねの痕が残る。口縁部及び内面はナデ調整で仕上げている。

6は 、平 らな底部から外上方に屈折 した体部がつ く。日縁部は徐部からさらに外方に伸び端部

は薄 く仕上げ、内外面に手づ くねの指圧痕が残る。 7～ 9は 、口径 9 cm弱 に比 して器高は l cm

前後 と浅 くなる。体部は平担な底部か ら短 く上外方に伸びる。手づ くねである。10は 精製上を

使い、器形のバランスのとれた小皿である。外面には手づ くね痕が残るが、口縁部や内面はナ

デ調整を比較的丁寧に行なっている。 11、 12は 口径が10cm弱 とやや大きくなり、器高 も深 くな

る。胎土は砂粒 を含み、焼きは堅い。13～ 16は 底部が欠損しているが、いわゆるヘ ソ皿 といわ

れるものと思われる。底部か ら上外方に屈折 した体部は、口縁部付近で肥厚 し、口縁端部で再

び薄 く伸びる。胎土は比較的精製 したもので、色調 も明るい。17は 口径12cm弱 と大 きくなる。

体部は底部からゆるく外上方に向かい、口縁部は体部から屈折 して外方に薄 く伸 びる。18は 口

径約10cmを 計 り、底部から口縁部のカーブは半楕円形を呈する。器壁は厚 く、体部外面には指
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頭圧痕が残る。内面底部に不整方向ナデ、口縁部には横ナデを施す。口縁部内面に煤の付着が

みられる。20、 21は 、口径15cm前後の上師器の皿の中では大型のものである。底部か ら届折 し

た休部に先細 りの口縁部がつ く。胎土には細かい砂粒 を多く含み色調 も濃い。22は 、器壁が厚

く中窪みの底をもつ塩こ と思われる。

出土 した土師器はほとんどが小片であるが、月ヽ皿の占める量の割合が大きいようである。一

般的に灯明皿 といわれるものでも、日縁部内面に炭素の吸着が認められるのは、ほんのわずか

であり、その分くは食器、酒器に使用されたものであろう。時期については、その形態や瓦器

塊との共伴関係より、13世紀中葉以降のものであると考えられるが、その下限については今の

ところ判然としない。

瓦器 (第 40図 23～ 46)

瓦器は皿 と法量の小さな浅い境、そして口径が大 きく深い婉のタイプに分けられる。これらは

各々地区や層位に関係な く出土している。

23、 24は 口径約9.5cmを 計る小皿である。比較的平たい体・底部から届折 して上外方に伸びる

口縁がつ く。外面には手づ くねの痕跡がみられるが、横ナデ等の調整は風化のため不明である。

25、 26は 、九 くてやや深い底部から端部の九 くおさめられた口縁部がつ く。27は 、薄い体部か

ら段 をもち口縁部がのびる。端部は上方につまみ上げている。口縁部内外面に横ナデ調整を行

ない、体部内面にはわずかに暗文が残る。29は 、手づ くねによる凹凸の著 しい体部から先細 り

の口縁部がつ く。横ナデ調整は風化のため不明であるが内面に暗文がみられる。31は 底部から

ゆるやかに内弯し、外反する口縁部をもつ。内面全面 と口縁部外面に炭素 を吸着させている。

内面は口縁部付近に横ナデ調整がかすかに残るが、暗文は不明である。32、 33は 口縁部 と体部

の境がわずかに窪む形態でつ くりも薄い。34は 大ぶ りであるが、口縁の形態や炭素の吸着状態

も類似 している。37は 深い体部から外面をやや薄 くした回縁部がつ く。外面には手づ くねの痕

が残 り、口縁付近のみ箆で調整している。内面は縦、横に暗文がつけられている。38は 口径に

比して器高が浅い形態である。内面にのみ横方向に暗文が走る。39は 底部からゆるく内弯気味

に立ち上がった体郡が口縁部までつづ く。外面には手づ くねの痕が顕著に残る。口縁部は歪み、

底部中央には小さく、低 くくずれた高台を貼 り付けている。口縁付近を横ナデ調整しているが

暗文は表面風化のため見られない。40は 内面全面 と口縁部外面に炭素を吸着させている。内面

には不整方向に暗文を描いている。41～ 46は底部の破片である。41、 42は端部 を外方につまみ

上げた高台がつ く。43の高台は断面三角形を呈する。46では、高台は一応粘土紐を貼 り付けて

いるが、低平で高台というよりも底部を平底風に安定さすために貼 り付けたといっても良い状

態である。その他、瓦質土器 として羽釜や二足釜の破片が少量出上 している。瓦器はナ苑の外反

する口縁や退化 した高台の形態さらに暗文の状態から、13世紀中葉から14世紀末頃までのもの
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と思われる。

陶器

陶器類は、鉢、坑、皿等を各地区の主 として条里遺構 より出土している。鉢類では、丹波、

備前、信楽、常滑の窯の生産品と思われるものがあ り、筑、皿類ではほとんどが施釉陶器で、

唐津、瀬戸、美濃、京焼等が見られる。

陶器 1(第 41図 )

1は 片日の悟鉢である。口縁は端部で外反 し上下に肥厚する。括 目は 7本単位の櫛状施文具

を密に移動 させて施 している。内面にのみ茶色の釉がかかっている。 2、 3は丹波焼 と考えら

れる悟鉢で、 2の体部は直線状に外上方に伸びる。口縁部は内面で肥厚 し、口縁端上部中央を

窪ます。 9本単位の信 目をやや間隔を開けて施す。 3は 直線状に大きく外反する体部の先に、

日縁端部内面に薄 く粘土帯を貼 り付け肥厚 させている。橋 目は 3本単位で太 く深 く施 している。

5は薄 く凹凸をもった体部に内面を大 きく肥厚 させた口縁部がつ く。 9本単位の構 目を浅 く廻

らす。胎■には大きめの砂粒 を分く含んでいる。信楽焼か。 6は休部から上方に長 く直立 した

口縁部がつ く。口縁外面には 1条の凹線が、内面には断面三角形の凸帯が廻る。 7は体部から

上下に肥厚 した口縁がつ く。口縁外面には 2本の凹線、内面には 1条 の凹線が各々廻る。口縁

直下までほぼ等間隔の悟 目を入れ、その後、日縁部内外面に回転ナデ調整を行なう。 6、 7は

備前焼である。 8は 薄い休部に厚 く大 きな口縁がつ く。口縁外面には 2条 の凹線が廻 り、端部

は上方につまみ上げている。口縁直下まで 7本単位の悟 目をほぼ陳間なく施す。日縁 と内面に

茶褐色の泥漿 をかけている。信楽焼か。 9は 非常に大型の括鉢で、11本単位のごく細い悟 目が、

日縁部内面の凸部の付近まで入る。器壁の内部は赤褐色で、表面は暗褐色を呈する。10は 今回

出上の括鉢の中で唯一点、おおよその器高がつかめるものである。底部の整形は雑で、貼付 し

た粘土はほとんど未調整のままである。内面は使用度が著 しく、器表は滑らかで、 9本単位に

間隔を開けて地 している括 目も相当磨 り減っている。11は体部外面に粘土紐巻 き上げ痕 ととも

に指頭圧痕 を残す。内面には 7本単位の構 目を底部にも密接に施す。体部下半に使用痕 を残す。

丹波焼の可能性がある。12は底部中央に左回転に尻すぼみの円孔を穿った鉢である。体部外面

には、ヘラ当て痕 と水引きの指痕が残る。内面はロクロロが走 り、焼成による器壁のふ くらみ

がみられる。 10、 12は備前焼 と思われる。15は 信楽焼 とみられる手付鉢である。ね じった把手

がつ く。胎土は砂粒 を多く含み、口縁か ら体部上半部に泥漿 をかけている。

備前焼 と思われる悟鉢は、口縁の形態や播 日の状態から古いもので16世紀末 と思われるが、

確証 されない。その他は丹波焼も含めほとんどの括鉢は、18世紀から19世紀初頭の ものと考え

られる。その他、14世紀のものと思われる巴の押印の入った簑の破片 (図版14-1)も 第 3区・

第 4層 より出上 している。
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陶器 2(第 42図 )

1～ 14は 唐津焼である。 1は 小皿で、三 日月高台の内側は、兜中と呼ばれる中央が突起状に

削 り取 られている。休部は厚い底部から上外方に伸び、器壁は薄 くなり、口縁部はさらに外方

に伸びる。高台と高台脇は露胎で、釉は淡灰緑色である。見込みに 4ヶ 所の目跡が残る。 2、

3は 1と 同様の形態であるが、露胎部は明褐色を呈する。 4、 5は高台が低 くなる。 6は 自濁

した釉が三 日月高台の畳付部まで厚 くかか り、見込みには 4ヶ 所大きく目跡が残る。 8は高台

か ら休部までくびれ目がなく続 く。高台内側は兜巾状を呈する。 9は刷毛 目唐津で、見込みに

自泥 を浸 した刷毛で線状文を描いている。刷毛 目の上には日跡が残る。外面体部にも自濁 した

釉がかか り、高台と外部の境に沈線が 1本廻る。高台輪内は兜巾状に削 り取 られている。10は

浅い皿で、厚 く平たい底部から体部はゆるやかに外方に立ち上がる。口縁部は体部から直立 し、

端部は九 くおさめられている。低い高台は畳付部が広 く、外面の施釉は一部高台内にまで至 る。

内面 も全面施釉で、目跡はみられない。11は 見込み部分に鉄彩料で釉下に絵付けした絵唐津で

ある。絵付けは不整方向に走る筆線で暗灰色を呈する。底部はやや高い高台と兜中状 を呈 し体

部は高台脇を除き水引き調整の上から釉を施す。 12、 13も 刷毛 目唐津 と思われるもので、12は

茶褐色の素地上の上に自泥で内外面に平行線文を描いた筑である。平担な底部か ら体部 と口縁

部は内弯気味に上外方に伸びる。15は瓶子の底部である。底部は右糸切で内外面に釉がかかる。

16、 17は坑の破片である。乳黄色の胎土に薄い釉がかか り、釉面には細かい貫入がみられる。

18は 断面台形のしっか りした高台のつ く婉の底部である。見込み部分には1.2cmの幅で重ね焼 き

のために釉 を削った輪が廻る。外面は一部高台まで釉がかか、る。ュ9～ 21は 京焼 と総称 される坑

の底部である。19は 内面 と高台脇まで、乳褐色で細かい貫入がみられる釉がかか り、外面の一

部に上絵の痕跡がかすかに残る。高台輪内には地名 もしくは製造者名と思われる刻印が一部残

る。20は 浅 く削った高台輪内に刻印を残す。21は 見込みに竿を持つ舟方が絵付けされているが、

発色が悪 く明確ではない。高台輪内に「清水」 という銘が亥1印 されている。22は 瀬戸焼系の も

のであろう。畳付部が平担で、断面台形のしっか りした高台脇から口縁端部までゆるく曲線 を

描 き立ち上がる。外面は口縁部にのみ薄 く釉 をかけているが、内面は見込み部分に露胎 した円

形の帯を除き、青緑色から暗緑色まで色調の変化 を見せ る釉が厚 くかかる。25～ 27は 瀬戸、美

濃系の焼物である。25は 水指で、口縁部 と外面に鈴色の釉薬がかかる。26、 27は 美濃焼天 目茶

坑である。厚い輪高台で輪内は兜巾仕上げである。釉は茶色から黒褐色を呈する。28は見込み

に陰刻文様の残る菊皿で、25と 同程度の飴色の釉がかかる。

施釉陶器の坑、皿類は、唐津焼で江戸時代前期から中期、瀬戸、美濃焼系のものは中期か ら

後期、京焼は後期以降と、ほとんどすべて江戸時代に属するものと思われる。
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磁器 (第 43図 1～ 9)

磁器の出土量は極めて少量であるが、第 4区 を除き各地区から出土している。白磁 。青磁の

両方がみられ、中国製磁器 も含まれる。

1～ 4は 白磁碗である。 1、 3は 口縁部 を玉縁状にしたもので、口径約 16cmを 計る。釉はや

や緑味を帯びた灰色で、 2ま たはそれに類似 した底部がつ くと思われる。 2は高台の畳付部の

外側 を面取 りしたもので、外底部の削 り出しは畳付部か ら 1～ 2 mmと 極めて浅い。体部は厚い

底部か ら外上方に伸びるが、底部からの移行′ミに小さな段が入る。内面の釉調は 1、 3と まっ

た く同じである。 5は 中型の碗、もしくは鉢であろう。日縁は外反気味に立ち上が り、内面に

は箆で描かれた文様がある。 6～ 9は青磁碗底部の破片である。 6の 高台は厚い底部の一部 と

ともに貼 り付けられたものである。 8、 9は 高台が少 し高 く畳付部が細 くなり、自色の磁胎に

青味を帯びた釉がかかる。

1～ 3の 自磁碗は中国製で、平安時代末のものと思われる。 6は 明の青磁で、室町時代前期

に位置づけられる。その他、竜泉窯系の青磁碗の破片も出土 している。

染付磁器 (第43図 10～ 24、 第44図 )

染付磁器は出土遺物の中では比較的多く、ほとんどが条里遺構からの出上である。すべて国

産品 と目されている。

10は 、底部か ら内弯気味に立ち上がった体部に上外方に伸びる口縁部 をもつ。高台はやや高

く畳付部は面取 りをしている。内外面 とも厚 く釉がかか り、呉須で描かれた絵付は発色が悪 く

鈍い藍色を呈する。見込みには重ね焼きのための輪状の露胎部が残る。「 くらわんか手」 と思

われる。Hは体部からやや角度 をもって立ち上がる口縁部 をもつ。端部は薄 くおさめら、れてい

る。口縁部 と高台付近の圏線の間に絵付けがされているが、外面の釉は厚 く白濁 してお り、細

部は不明である。内面にも上下に 2本ずつ圏線が廻る。12は 、厚い底部か らほぼ同じ厚さで、

上外方に立ち上がった休部 と先細 りの口縁部をもつ。面取 りをして九 く仕上げている高台畳付

部付近 を除いて全面施釉されている。見込み中央の釉は厚 く貫入がみられる。高台に 2条の圏

線、体部に草花文 を絵付けしてお り、高台輪内に文字らしいものも描かれているが判読できな

い。14は小皿 と思われるが、絵付けや釉調は12と よく似ている。15は 、厚い底部から休部は内

弯気味に立ち上がる。高台は細 く高 く垂直につ く砂高台である。絵付けの呉須は、 くすんだ緑

色 と藍色の 2色に発色 している。16は 高台に 2条、輪内に 1条、高台脇に 1条の圏線と草花文

の絵付けの上にやや厚 く釉をかけている。見込みには釉 を削った露胎部が輪状に残る。17は 、

休部か ら口縁部にかけて器壁を大変薄 く仕上げている。口縁部外面は少 し肥厚 し段 を有する。

高台脇に圏線を休部に草花文、見込みに一部露胎部が残る。 16、 17は 「 くらわんか手」か。19

は器壁が厚 く、釉 も厚 くかか り内外面に貫入がみられる。20は 、胎土 も釉調 も他のものとは異
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なり薄 く灰褐色がかかっている。高台に 2条 と輪内に 1条 、高台脇に 1条廻る圏線 と絵付けは

いずれも暗灰緑色を呈する。見込みには、露胎部はみられない。22は 、畳付部 と口縁端部が細

く仕上げられている。圏線や濃淡の絵付けは太 く大 らかに描かれている。重ね焼きの痕跡はみ

られない。23は 、厚い底部に小さな高台と薄い休部に端部をやや九 く仕上げた口縁部をもつ。

呉須は淡い藍色 と灰緑色に発色 している。24は 、内面には非常に薄 く施釉 し、外面には垣 と草

花を描いた上にやや厚 く細かい気泡を含んだ釉がかか り、ところどころ貫入がみられる。見込

みに呉須の濃淡で絵付けをしている。第44図 1～ 4は 口径約 10cm、 器高約 5 cmを 計る碗で、面

取 りをした無釉の高台と内弯気味に立ち上がる体部 と端部を丸 くおさめた口縁をもつ。高台に

2条 、高台脇に 1条 の圏線を、外面には桐または菊の文様を絵付けしている。見込みに重ね焼

きの痕跡はない。 5～ 8は体部外面に網 目文を絵付けしているが、器形や釉調などは異なる。

5は 、底部から上外方に曲線を描いて体部が立ち上が り、口縁部は内弯気味に直立する。体部

外面には薄 く発色の悪い呉須で上下の圏線の間に 3段の網 目文を描いている。 7は 内外面に面

取 りした高台をもつ碗で、暗灰色に発色 した網 目の上から白濁 した釉が厚 くかかる。 8は 、畳

付部が平担で高い高台と高台輪内、高台脇の一部 を除いて青 白色の釉が厚 くかかる。網 目文は

他に比べ小ぶ りである。 9は 中型の皿で、高い高台をもつ。高台に細い圏線を 2条 、高台脇に

太い圏線を 2条 と体部外面に、草花文を比較的純度の良い呉須で濃淡に描いている。見込みに

は、圏線 と中央に五弁花を、高台輪内には圏線を「大」 と「年」の 2字 をくず した文字で描い

ている。10は 内外面に圏線と文様を絵付けし、見込み中央には 9よ り小さめの五弁花を、高台

輪内には「福Jの くずし文字を描いている。11は小皿で、内面にのみ釉が厚いためであろうか

非常に発色の悪い草花文が描かれている。釉は内外面 とも厚 く灰自色を呈する。12は 、断面台形

の低い高台と浅い休部をもつ。外面は薄 くくすんだ灰色で、内面は藍色の濃淡で文様を描いて

いる。見込みに重ね焼きの痕跡が輪状に残る。14は 発色の良い藍色で文様を描いている。釉 も

比較的薄 く均―にかかる。15は 厚い底部に薄 く面取 りした高台がつ く。外面には高台に 3条の

圏線 と体部に草花文 らしい文様を、内面見込みには 2条 の圏線の中に自鳥に乗った仏 ?が描か

れている。呉須の発色は良 く、釉薬も畳付部 を除き均―に施されている。16は染付青磁碗であ

る。外面は緑釉がかか り、内面には呉須で圏線と幾何学文様を描いてお り、細かい貫入がみら

れる。17は 、高台輪内に圏線 と「福」の字を描いている。19は 14角 形の皿か鉢で、高台輪内に

細い 1条の国線 と「角福」が、外面には円形の幾何学文様が染付けされている。釉は厚 くたっ

ぷ りとかかっている。20は 猪口で、藍色で圏線 と草花文が描かれている。内面は見込みに 2条

の圏線 と中央に五弁花を染付けている。21は 、内面中央が突起 した底部か ら休部は一旦段 をも

ち、その後直線的に上外方に立ち上がる。体部外面には 3本一組の縦長のヘラ削 りの間に呉須

で「寿」を描いている。内面 と体部外面に、わずかに青味を帯びたガラス状の釉がかかる。22
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は、わずかに外反する口縁部の先端には茶色の釉が施 され、体部外面には藍色で文字らしきも

のを染付けている。23は盃で、薄い器壁に外面は高台を除き全面に、内面は口縁部 と見込み中

央に各々呉須で紺色に染付けている。24は 口縁部に雷文 を、高台脇に渦巻文を印判で染付けて

いる。

染付の時期 としては、伊万里系染付磁器で17世紀後半以降、器壁が厚 く、釉調 もくすんだも

のとな り、純度の低い呉須で「福」や くずれた五弁花や文様 を絵付けしている「 くらわんか手」

の碗、皿類では18世紀後半から19世紀前半に、また印判による染付けがなされているものは、

19世紀以降に、各々位置づけられる。 (厚美 )

石器 (第45図 1～ 8、 図版 16)

原田西遺跡より出上 した石器類は、弥生時代中期に所属する石器である。遺構に伴 う石器は

一部で、他の石器、サヌカイ ト争J片 は、中近世の堆積層より出土 している。出上 した石器は、

石鏃 5点、楔形石器 1点 、大型蛤刃石斧 1点 、石包丁 2点である。

石鏃 石鏃の形態は、 1・ 2・ 4は 平基無茎式、 3は 凹基無茎式、 5は 凸基有茎式に分類さ

れる。石鏃素材はサヌカイ トの崇J片素材である。 1は 、第 1調査区 C― B地区の濤 2よ り出土

した。石鏃両側縁辺部に第 2次象」離調整面が施されて、片面の中央は主要象J離面が残る。最長

3.4cm、 最大幅 1.3cm、 最厚部0.5cm、 重量2.4gを 計る。2は 、第 1調査区K-13地区の濤 1よ り出

土 した。石鏃先端部は折損 してお り、器面は第 2次粂J離調整によって整形 している。最長 1.9cm、

最大幅1.3cm、 最厚部0 4cm、 重量0.6gを 計る。 3は 、第 1調査区D-5地 区の第 4層 より出上 し

た。石鏃両側縁辺部に第 2次手」離調整を施 し、基部は浅い狭 りを形成 してお り、片面の中央に

自然面を残 している。最長2 5cm、 最大幅 1 8cm、 最厚部0 5cm、重量14gを計る。4は、第 3調査

区E-8地 区の第 3層 より出土 した。石鏃両側縁辺部に第 2次系J離調整を施 し、器面中央に主

要素J離面が残る。最長3 0cm、 最大幅1 6cm、 最厚部0 4cm、 重量2ユ gを 計る。 5は 、第 1調査区A

-16地区の第 4層 より出上 した。石鏃両側縁辺部に階段状剰離調整を施 し、基部は浅い有茎部

を形成 している。最長2.9cm、 量大幅1 4cm、 最厚部0.4cm、 重量ユ.5gを 計る。

楔形石器 楔形石器 6は 、第 2調査区A-9地 区の条里遺構 より出上 した。裁断面のない楔

形石器から二次的に分離 した削片である。サヌカイ トの剰片素材を用いてお り、削片の一縁辺

部に維方向から加撃された裁断面の形跡を有する。最長4,7cm、最大幅1.2cm、 最厚部0.6cm、 重量

46gを 計る。

大型蛤刃石斧 7は 、第 3調査区 B-1地 区の河川 1-2よ り出土 した。大型蛤刃石斧

の残片で玲岩 を用材 としてぉ り、片面全体的に入念に研磨調整 を施 している。器面の中

央に顕者な敲打痕が認められる。属長 10.2cm、 最大幅6 4cm、 最厚部2.8cm、 重量230gを 計る。

石包丁 石包丁 8は 、第 3調査区B-10～ H-lo地区の河川 1-6よ り出土 した。石包丁は
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完形品で、流紋岩を用材 とした直線

刃半月形を有する。両面共に入念に

研磨調整が施されている。刃縁部の

稜線は刃縁に平行するように直線的

であ り、また使用の際に生 じた摩減

痕が認められる。最長13.9cm、最大

幅4Ⅲ 6cm、 最厚部 1 0cm、 重量82.8gを

計る。

木製品

ナスビ形着柄鋤 (第46図 、図版17)

第 1調査区 L-14地区の滞 1よ り

単独で出土 した。保存状態は良好で、

偏平な板材 を用材 としてお り、右側

の刃縁部は折損 している。基部上部

の外側縁辺部に指状突起を形成 し、

先端部にかけて丸味を有 している。

内側縁辺部は直線的で、基部の片面

には着装 した際に生 じた線状の着装

痕が認め られる。全長74.5cm、 最大

幅 (復原)19cm、 最厚部1.Ocmを 計る。

既述 しているように、ナスビ形着

柄鋤の所属時期であるが濤の堆積土

最下層に内包していた為ナスビ形着

柄鋤は、共存関係 も不明であるため

時期的な位置づけは困難である。し

か しながら、濤の時期は弥生時代中

期に形成されてお り、ナスビ形着柄

鋤 も弥生時代中期に所属する可能性

が高い。

尖頭状木製品 (第 47図、図版17)

第 5調査区C-8地 区の河川より

出土 した弥生時代中期のものである

と
,

,

ノ

/

(        I

＼      |
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�

第46図  ナスビ形着柄鋤 実測図
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小枝の一端を用材 として

お り、頂部は折損 してい

る。尖頭状木製品の縁辺

部は、直線的で先端部に

かけて尖る。使用 目的に

ついては不明である。最

長20cm、 最大幅0 7cm、 最

厚部0.8cmを 計る。

杭 (第49図、図版17)

杭は、第 5、 6調査区

において、弥生時代中期

の河川、排水濤に護岸施

設 として使用 した土木杭

である。

1は 、第 5調査区 C―

8地区の河川南岸に打ち

込まれた矢板状の立杭で

ある。偏平な板材 を用い

てお り、先端部は数回の

削 り面を形成 している。最長39.5cm、 最大幅8.3cm、

最厚部2.Ocmを 計る。2～ 4は 、第 6調査区の排水

濤の両岸に打ち込まれていた。杭は、九杭 と割杭

の 2種類の立杭である。最長40cn、 最大幅6.Ocm、

最厚部5,Ocmを 計る。 3は 、直線状の丸杭で、周辺

部は樹皮面を争Jぎ取ってお り、先端部は数回の削

り面を形成 している。最長45cm、 最大幅4.3cm、最

厚部3 7cmを 計る。4は 、流木を用材 とした割杭で、

杭の先端部は数回の削 り面で形成している。最長

34cm、 最大幅6 6cm、 最厚部3 6cmを 計る。

金属製品

青銅製火箸 (第 48図 1、 図版18)

第 1調査区F-8地 区の条里遺構な り出土 した

II

υ♀       :      ;Cm

第48図 火箸、釘 実測図

1'

1,

V

V

||

||

||

II

II
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第49図 杭  実測図
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片箸である。細長い丸箸で、頂部は九味を帯びてお り、細い線状の切 り込みが上下に 2本施 さ

れている。先端部は屈曲しているが、使用によってかどうかは不明である。最長22.5cm、 芯部

幅0.6cm、 重量23.9gを 計る。

鉄釘 (第 48図 2～ 4、 図版18)

江戸時代の堆積層より出土した。 2は 、第 1調査区」-7地区より出土 した。釘の先端部は

折損 している。最長 3 cm、 頭部幅 l cm、 芯部幅0 5cm、 重量1.6gを計る。3は 、第 3調査区A―

7地区より出土 した。釘の頭部は使用によって潰れてお り、芯部の中央で直角に折れ曲がって

いる。最長3.5cm、 頭部幅0 8cm、 芯部幅0.5cm、 重量1,lgを 計る。 4は 、第 5調査区E-8地 区よ

り出土した。釘の頭部は折損してお り、芯部は直線的である。 属長6.7cm、 芯部幅0 6cm、 重量

4.8gを 計る。

古銭 (第 50図 1～ 6、 図版18)

6点出上 している。輸入銭 (北宋銭 )と 日本銭 (ビ タ銭 )の二種類に分類できる。 4のみが

o     2cm

ー

盈

辮

争`

番号 銭   銘 鋳 造 年 代 調査地区 層 位 外 径 穿  幅 輪表裏幅 厚  部 重 量

l 景徳元宝 景徳元年 1004 II― F-3 第 4層 02

2 天聖通宝 天聖元年 1023 I― I-7 第 3層 2 45 02 2 2

3 皇宋通宝 宝元 2年  1039 I― J-2( 第 4層 02 1 2

4 元豊通宝 元豊元年 1078 I― E-2( 第 4層 07 0 15 1 6

5 寛永通宝 寛  永 1636 I― F-8 第 3層 2 25 02 0 05

6 寛永通宝 寛  永 1636 I― C-9 第 3層 2 25 02 0 05 18
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鉄銭であり、他の銭貨は銅銭である。輸入銭

は、景徳元宝、天聖通宝、皇宋通宝、元豊通

宝で、日本銭は、寛永通宝である。輸入銭は

中世の堆積層より出上 し、日本銭は江戸時代

の条里遺構より出土 した。

その他の遺物

埴輪 (第 51図 )

(橋本 )

須恵質円筒埴輪片である。 6× 6 cm程度の

小破片で、外面はやや粗い横刷毛、内面は横

方向の指ナデ痕 を残す。突帯は幅約1 7cn、 厚

さ l cm程度のもので全面横ナデ調整である。

焼成は良好で、色調は内外面 ともに淡灰褐色

を呈する。第 5区、第 5層上面より出土して
註 5

いる。時期は川西編年の 4期に相当する。

滑石製品 (第 52図 )

石鍋である。鍔部付近のみの出土で、口縁

部及び底部の形状については明らかでない。

鍔は短 く、角の取れた断面三角形を呈する。

鍔の上方は横方向に粗い削 り痕があり、下方

は縦方向に規則的な削 り痕が残る。外面全面

に媒が付着 している。平滑に仕上げられた内

面には使用痕が残る。第 1区 、第 3層 より出

土 している。時期 としては室町時代後期が考

えられる。

伏見人形 (第 53図 )

(厚美 )

伏見人形は、京都伏見の地で生産された型

細工による素焼きの土人形である。江戸時代

から明治時代初頭にかけて各地に分布 してお

り、江戸時代後期 (文化文政期 )に 盛行 して

いる。第 1調査区F-8地 区の条里遺構より

出土 した土人形は、行脚する法師で片手に編

笠をもち、背中に風呂敷を背おっている。中

I

第51図 埴輪 拓影図

策52図 滑石製品
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央 で接合 された型押 し成型 であ る。焼成 は良好 で、乳褐 色 を呈す る。首 は折 損 してお り、残存

高8.9cmを 計 る。

註1 間壁忠彦・間壁蔑子「里木貝塚」『倉敷考古館研究集報第7号』昭和46年

註2 中村浩「陶邑H」 大阪府文化財調査報告書 第29韓 昭和52年

註3 島田義明「桜井谷窯跡群」 豊中市教育委員会 昭和52年

註4 大村敬通氏より御教示いただいた。

註 5 川西宏幸「円筒埴輪総論」『考古学雑誌』 第64巻 2号 昭和53年

参 考 文 献

橋本久和 「中世日常雑器類の分析」 F大阪文化誌』 第7号 昭和52年

間壁忠彦・間壁喪子 「備前焼研究ノート」「倉敷考古館研究集報第5号』 昭和43年

鈴木重治・松藤和人「同志社キャンパス内出上の遺構と遺物」同志社大単校地学術調査委員会昭和53年 5月

観察表 須恵器・須恵質上器 (第38図 6～ 20、 第39図 )

図面番号 図版番号 器  種 法量 (cm) 胎 土 色 調 焼  成 出土地区 層 位

図38-6 杯 蓋
復原口径 13(
残 存 高 3

あまり砂粒 を含まず密
灰 白 色 良 好 第 1区 第 3、 4層

7 杯 蓋
復原口径 120
残 存 高  43

細砂粒 を含む
灰 色 良 好 第 1区 第 4層

8 杯 蓋
復原口径 146
残 存 高  41

Oユ ～0 3cmの 砂粒 を夕く

含む

面

面

外

内

灰色か ら果灰色

灰色
良 好 第 1区 第 3、 4層

9 杯 蓋
復原口径  140
残 存 高  39

01-0 6cmの 砂粒をレく

含む
灰 白 色 不 良 第 1区 第4層

杯 蓋
復原口径

残 存 高

0 1cm前後の砂粒 を含む 外面 灰色

内面 灰 白色
良 好 第 1区 第 5層

杯 蓋
復原日径 126
残 存 高  35

0 1cm前後の砂粒 を含む
灰 白 色 やや不良 第 1区 第 4層

杯 蓋
復原日径 ■ 2

残 存 高  35
01～ 0 2cmの砂粒 を含む

灰 白 色 良 好 第 1区 第 4層

杯 蓋
復原口径 ユ34
残 存 高  32

細砂粒 を含む
灰 白 色 良 好 第 3区 第 4層

杯 蓋
復原口径 130
残 存 高  33

01～ 0 2cmの 砂粒を含む 外面 灰色

内面 灰 白色
良 好 第 1区 第 3層

杯 蓋
復原口径 136
残 存 高  30

0 1cm前後の砂粒 を夕く

含む
灰 白 色 良 好 第 3区 第 4層

杯 蓋
復原口径 150
残 存 高  34

細砂粒 と0 2cm前後の砂

粒 を含む
灰 色 良 好 第 1区 第 4層

杯 蓋
復原口径 ユ50
残 存 高  34

01～ 0 2cmの 砂粒 をやや

多く含む
灰 白 色 良 好 第 5区 第 5層

杯 蓋
復原口径 142
残 存 高  35

0 1cm前後の砂粒 を含む
灰 白 色 やや不良 第 1区 第 4層

杯 蓋
復原口径 150
残 存 高  32

0 1cm前後の砂粒 を含む
灰 白 色 やや不良 第 1区 第 4層

高杯蓋
つまみ径  36
残 存 高  31

0 1cm前後の砂粒 を含む 外面 暗灰色

内面 灰 白色
やや不良 第 1区 第 5層
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図面番号 図版番号 器  種 法量 (cm) 胎   土 色   調 焼  成 出土 地 区 層 位

図39-1 杯 身
復原日径 126
残 存 高  35

0 1Cm程度の砂粒 を多く

含む 暗 灰 色 良 好 第 1区 第 5層

2 杯 身
復原コ径 118
残 存 高  40

O iCm程度の砂粒 を多く

含む

口縁都

底 部

色

色

自

灰

灰

暗
良  好 第 1区 第 5層

3 杯  身
復 原口径  11

器  高  5
OユCm程 度の砂粒 を多く

含む

口縁部 灰 白色

底 部 暗灰色
良  好 第 1区 第4層

4 杯  身
復原日径 12
残 存 高  3

O lem程度の砂粒 を少量

含む
灰 白 色 良  好 第 1区 第4層

5 杯  身
復原口径  12

残 存 高  3
0 1cm前 後の砂粒 をやや

多く含む

色

色灰

灰

淡

面

両

外

内
やや不良 第 3区 第 4層

6 杯  身
答煮口径 14
残 存 高  4

砂粒 をやや含む
灰 白 色 良 好 第 1区 第 3層

7 林  身
復原日径 15
残 存 高  3

砂粒をやや含む
明 灰 色 良  好 第1区 第 5層

8 図 13-3 杯  身
口  径  ユ42
器  高  54

0 1Cm前 後の砂粒を多く

含む

底 都 暗灰色

他 面 灰 白色
良  好 第 5区 第 4層

9 4 杯 身
口  径  147
器  高  57

0 1Cm前 後の砂粒 を多く

含む
灰 白 色 良  好

林  身
復原口径 140
残 存 高  44

細砂粒を少量含む
灰 白 色 良  好 第 1区 第 3層

1 杯  蓋
口  径 14〔

器  高  4〔

01-0 3cmの砂粒 を含む
灰 色 やや不良 第 5区 第 5層濤

12 2 杯  身
口  径  126
器  高  5ユ

01～ 0 3cmの 砂粒 を含む
灰 色 やや不良 第 5区 第 5層濤

13 杯 身
復原口径 124
残 存 高  44

OユCm前 後の砂粒 を含む
灰 色 良  好 第 1区 第 4層

杯 身
復原口径  11

残 存 高  3
0 1Cm前 後の砂粒を含む

灰 白 色 良 好 第 1区 第 4層

杯  身
復原コ径 109
残 存 高  4C

0 1cm前 後の砂粒 を含む
灰 白 色 良  好 第 1区 第 4層

16 杯  身
復原口径 104
残 存 高  41

砂泣を少量含む 口縁部 灰自色

底 部 暗灰色
良  好 第 1区 第4層

杯 身
口  ねと 116
器  高  41

砂粒 を少量含む
灰 色 良 好 第 1区 第 5層

杯  身
復原日径 112
歳 存 高  44

01～ 0 3cmの 砂粒 を多く

含む
灰 白 色 良  好 第 1区 第 4層

19 杯 身
復原口径 106
残 存 高  39

0 1Cm程度の砂粒を少渥

含む 灰 色 良  好 第 1区 第 4層

杯 身
復原日径 128
残 存 高  38

0 1cm程 度の砂粒 を少量

含む 灰 色 良 好 第 1区 第 4層

杯  身
復原口径  96
残 存 高  29

0 1cm程度の砂粒 を少量

含む
灰 白 色 良 好 第 5区 第 5層

杯  身
高

径

存

台

残

高

級 宙

暗 灰 色 良  好 第 1区 第 4層

高  杯
径

高存

脚

残

0 1Cn程度の砂粒 を少量

含む
淡 灰 色 良 好 第 2区 第 4層

高  杯
復原脚径 ■

残 存 高  2
砂粒はあまり含 まず密

暗 灰 色 良  好 第 3区 第 3層

径

残 石 高  44
O ICn前 後の砂粒 を多く

含む
灰 白 色 良  好 第 2区
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図面番号 図版番号 器 種 法量(cn) 胎 土 色 調 焼  成 出土地区 層 位

図 39-26 口  径 ユ5

残 存 高  5
0 1cm前 後の砂粒を多く

含む

外面 灰白色

内面 暗灰色
良  好 第 1区 第 3層

練  鉢
復原口径 16C
残 存 高  4℃

O Icm前 後の砂粒を多く

含む
灰 白 色 良 好 第 5区 第4層

練  鉢
復原口径 234
残 存 高  5〔

0 1Cm前 後の砂粒 を多く

含む
明 灰 色 良 好 第 1区 第4層

練 鉢
復原口径 298
残 存 高  43

0 1cm前後の砂粒 を多く

含む
灰 色 良 好 第 1区 第 3層

土師器・土師質土器 (第40図 1～ 22)

図面番号 図版番号 器  種 法量(cm) 胎 土 色 調 焼  成 出土 地 区 層 位

図40-1 小  皿
口  径  64
器  高  14

0 1cm前 後の砂粒 を少量

含む
黄 褐 色 第 1区 第4層

小  皿
口  径  72
器  高  15

精製土
乳 褐 色 第 1区 第 4層

3 打ヽ 皿
口  径  72
器  高  15

0 1cm前 後の砂粒 を含む
淡 橙 色 第 3区

4 小  皿
口  径  78
器  高  17

O lem前 後の砂粒を含む
淡茶褐色 第 1区 第4層

5 小  皿
口  径  79
器  高  14

精製土
乳 黄 色 第 1区 第4層

6 小  皿
口  径  85
器  高  15

精製土 外面 淡褐色

内面 乳褐色
第 1区 第 3層

7 小  皿
口  径  88
器  高  11

01-0 4cmの砂粒 を少量

含む
暗茶褐色 第 1区 第 5層 上面

/1ヽ  11
口  径  88
残 存 高  11

精製土
黄 褐 色 第 1区 第4層

9 万ヽ 皿
口  径  38
器  高  09

精製土
淡 橙 色 第 1区 第4層

10 小  皿
口  径  85
器  高  13

精製土
乳 灰 色 第1区 第4層

小  皿
口  径  93
残 存 高  18

細砂粒 を含む
乳責灰色 第 1区 第4層

小  皿
口  径  99
残 存 高  16

細砂粒を含む
乳 褐 色 第 1区 第4層

13 /1ヽ  皿

口  径  73
残 存 高  14

精製土
淡 橙 色 第 1区 第 3層

/1ヽ  』l
口  径  74
残 存 高  14

精製土
淡 橙 色 第1区 第 3層

小  皿
口  径  85
残 存 高  16

絡製土
乳 褐 色 第 1区 第3層

16 /1ヽ  皿

口  径  96
残 存 高  18

精製土
淡 橙 色 第3区 第 3層

17 皿
口  径  H8
残 存 高  21

精製上
乳赤褐色 第 2区 第4層

図 18-5 皿
口  径  102
器  高  22

Oユcm前 後の砂粒 を含む 内外面 とも淡褐色で一

部黒褐色を呈する

第 1区
条里遺構

皿
回  径  106
残 存 高  25

0 1cm前後の砂粒 を含む
乳 黄 色 第 3区 第 5層 上面
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図面番号 図版番号 器  種 法量 (cm) 土 色 調 焼  成 出土地区 層 位

図40-20 皿
復原口径 15(
残 存 高  2(

0ユ ～0 2cmの 砂粒 を多く

含む

外面 淡黄褐色

内面 暗灰褐色
第 1区 第 3・ 4層

皿
復原口径 144
残 存 高  21

01～ 0 2cmの 砂粒 を多く

含む
暗茶褐色 第 1区 第 4層

塩 童
残 存 高

底  径

01～ 0 2cmの 砂粒 を多く

含む
乳 橙 色 第 1区 第5層

瓦器 (第40図 23～ 46)

図面番号 図版番号 器  種 法量 (cm) 土 色 調 焼  成 出土地区 層 位

図40-23 皿
口  径  95
残 存 高  14

細砂粒 を含む
黒 褐 色 第 1区 第 4層

皿
口  径  96
残 存 高  29

砂粒 を含む 外面 灰褐色

内面 灰黒色
第 3区 第3層

図13-6 皿
口  径  ■ 4

残 存 高  30
01～ 0 2cmの 砂粒 を夕く

含む

外面 黒褐色 内面

淡橙色で一部黒福色

第 1区
条里遺構

皿
日  径  ■ 6

残 存 高  27
精製土

里
（

色 第 1区 第4層

皿
口   径  111

残 存 高  18
精製土

灰 黒 色 第 3区 第 3層

筑
復原口径 11

残 存 高  2
砂 粒 を含 む 外面 灰褐色

内面 黒 色
第 2区 第 5層

筑
復原口径 12C
残 存 高  3C

精製土 外面 黒 色

内面 灰偶色
第 1区 第 4層

娩
復原口径 ■

残 存 高  3
0 1cm前後の砂粒 を多く

含む
黒 褐 色 第 5区 第 4層

婉
復原日径 12e
残 存 高  3g

0 1cm前後の砂粒 を含む 外面 淡灰褐色

内面 黒 褐 色
第 5区 第 4層

坑
復原口径 13E
残 存 高  27

細砂粒 を含む
灰 黒 色

構
区
遺

２
里

第

条

坑
復原口径 141
残 存 高  23

精製土
黒 褐 色 第 1区 第5層

娩
復原口径 14
残 存 高  3

細砂粒を含む 外面 灰黄色 と黒色

内面 灰 黄 色
第 1区 第 3・ 4層

功
復原口径 145
残 存 高  27

細砂粒 を含む
黒 褐 色 第 2区 第4層

坑
復原口径 ユ38
残 存 高  31

細砂粒 を含む
灰 黒 色 第 1区 第4層

娩
復原口径 13g
残 存 高  34

細砂粒 を含む
灰 黒 色 第 1区 第3層

坑
復原日径

残 存 高

細砂粒 を含む
里
い 色

第 1区
条里遺構

婉
コ  径 15

器  高  5
砂粒 を含む

黒 褐 色 第 3区 第3層

娩
径 58

残 存 高  47
砂粒 を含む 外面 灰褐色

内面 黒 色
第 1区 第4層

坑
残 存 高  14
高 台 径  50

細砂粒 を多く含む
黒 褐 色

第 1区
条里遺構

娩
残 存 高  21
高 台 径  56

O lcm前後の砂粒 を含む
黒 褐 色 第 1区 第4層
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図面番号 図版番号 器  種 法量 (cm) 胎   土 色  調 焼  成 出土地区 層 位

図40-48 坑
高

径

存

台

2ユ Oユ ～0 4cmの 砂粒 を多く

含む
灰 褐 色 第 1区 第 4層

婉
高

径

存

台

残

高

O 0 1Cm前後の砂粒 を多く

含む

色

色

褐黄

黒

面

面

外

内 第 1区 第4層

娩
残 存 高  1
高 台 径  5

精製土
灰 責 色

第 1区
条里遺構

娩
高

径

存

台

残

高

0ユ cm前後の砂粒 を含む
黒   色

第 1区
条里遺構

陶器 1(第 41図 )

図面番号 図版番号 器 種 法量 (cm) 胎   土 色   調 焼  成 出土地区 層 位

図41-1 括 鉢
復原口径 33
残 存 高  4

0 1cm程度の砂粒 を多く

含む

外面 灰黄色

内面 茶色
第 5区 第4層

2 悟 鉢
復原口径 31コ

残 存 高  4(
0 1cm程度の砂粒 を多く

含む
茶 褐 色

第 5区
H

条里遺構

3 括 鉢
復原口径 335
残 存 高  66

0 1Cnl程 度の砂粒 を多く

含む

外面 赤褐色

内面 灰褐色

第 1区
条里遺構

4 括 鉢
復原口径 336
残 存 高  53

O icm程度の砂粒 を多く

含む
灰  色

第 1区
条里遺構

5 構 鉢
復原日径 238
残 存 高  52

01-0 2cmの砂粒を分く

含む
灰 褐 色 第 1区 第 3層

6 構  鉢
復原口径 280
残 存 高  50

砂粒をあまり含まなヤ 赤橙色

口縁外面のみ灰色

第 1区
条里遺構

7 図13-7 括  鉢
復原口径 327
残 存 高  48

砂粒 をあまり含まなヤ
赤 褐 色

第 5区
条里遺構

8 信  鉢
復原日径 33
残 存 高  5

01～ 0 3cmの 砂粒 を多く

含む

施釉都 茶色

露胎部 淡褐色

第 1区
条里遺構

9 悟 鉢
復原口径 424
残 存 高  85

01～ 0 3cmの 砂粒 を多く

含む
灰暗褐色

第 5区
条里遺構

信  鉢
口  径  24(
底  径 12ι

砂粒 を少量含む
灰 褐 色

第 1区
条里遺構

11 構 鉢
残 存 高  6
底  径  7

0 1Cm～ 0 4cmの 砂粒を多

く含む
茶 褐 色

第 1区
条里遺構

悟  鉢
残 存 高  8(
底  径 10(

01-0 2cmの砂粒を分く

含む
茶 褐 色

第 1区
条里遺構

13 一霊
口  径 H
残 存 高  2

砂粒 を少量含む
灰 褐 色 第 3区 第 4層

14 士霊
口   径  7
残 存 高  3

0 1cn前後の砂粒を多く

含む

施釉都 茶褐色

露胎部 灰 色
第 4区 第3層

15 把手付鉢
口  径  132
残 存 高  4℃

Oi～ 0 3emの 砂粒 を多く

含む
淡茶褐色

第 1区
条里遺構

鉢
残 存 高  3E
底  径  97

01～ 0 3cmの 砂粒 を多く

含む
淡茶褐色 第 1区 第2層

陶器 2(第 42図 )

図面番号 図版番号 器  種 法量 (cm) 胎   土 色   調 焼  成 出土 地 区 層 位

図42-1 図14-5 皿
器  高  5
口  径 15

0 1cm前後の砂粒 を含む 釉

胎

施

露

緑灰色

淡灰色

第 5区
条里遺構

2 皿
古
同
径

存

台

残

高

細砂粒 を少量含む 緑灰色

明褐色

釉

胎

施

露

第 5区
条里遺構
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図面番号 図版番号 器 種 法量(cm) 胎   土 色   調 焼  成 出土地区 層 位

図 42-3 図 14-5 皿
残 存 高  2C
高 台 径  42

細砂粒を含む 施釉部

露胎部

色

色

灰

褐

緑

赤 第 1区 第 3層

4 5 皿
昔
同
径

存

台

残

高

砂粒はあまり含まなヤ 外面  灰褐色

内面  淡灰緑色

第 5区
条里遺構

5 皿
高

径

存

台

残

高

砂粒はあまり含まなヤ 施釉部 灰緑褐色

露胎部 淡灰褐色

第 5区
条里遺構

6 5 皿
残 存 高  19
高 台 径  44

砂粒はあまり含まなヤ 施釉部 淡灰緑色

露胎都 淡赤褐色
第 1区 第 3層

7 皿
一局

径

存

台

残

高

20 砂粒 を含む 部

部

釉

胎

施

露

暗緑茶色

灰褐色

第 1区
条里遺構

8 皿
残 存 高  20
高 台 径  44

砂粒はあまり含 まなヤ 釉

胎

施

露

淡灰緑色

淡灰褐色

第 5区
条里遺構

9 5 皿
高

径

存

台

残

高

16
45

細砂粒を含む 施釉部 乳褐色

露胎都 赤褐色

第 5区
条里遺構

2 皿
口   径  12

采  高  2
0 1cm前後のT1/N粒 を多く

含む

施釉部 灰緑色

露胎部 淡灰色
第 3区 第 3層

11 5 皿
高

径

存

台

残

高

24
42

細砂粒 を含む 外面  茶褐色

内両  灰緑色

第 5区
条里遺構

3 1苑
径

古
ロ

ロ

器

精製土
茶色 と▼し灰褐色の縞

第 1区
条里遺構

13 5 鉢
口  径 23〔

残 存 高  2〔

細砂粒を含む 施釉部 茶色 と白色

露胎部 赤褐色
第 1区 第 3層

14 蓋
口  径  171
残 存 高  25

砂粒はほとんど含まな 釉

胎

施

露

灰緑色

乳灰色

第 2区
条里遺構

瓶  子
残 存 高  37
底  径  34

砂粒はほとんど含 まな 釉

胎

施

露

淡灰緑色

赤褐色

第 2区
条里遺構

16 1宛
口  径 112
残 存 高  47

精製土
乳責灰色 第1区

条里遺構

17 6 ナテ己
口   径  】1

残 存 高  3
精製土 外面  乳褐色

内面  乳黄色

第 1区

条里遺構

6 ナ宛
残 存 高  24
高 台 径  4ユ

精製土 部

部

釉

胎

施

露

淡灰緑色

淡乳灰色

第 2区
条里遺構

ナ宛
古
同
径

存

台

残

高 46

結製土 施釉部 乳灰黄色

認胎部 乳黄色

第 1区
条里遺構

ナテこ
一局

径

存

台

残

高

24
46

精製土
乳 灰 色

第 5区
条里遺構

6 ナ宛
残 存 高  29
高 台 径  50

精製土 施釉部 乳灰黄色

露胎部 乳黄色

第 1区
条里遺構

4 皿
口  径  122
器  高  36

砂粒はほとんど含まな 外面  緑青色

内面  淡灰褐色

第 1区

条里遺構

皿
口   宅監 10

残 存 高  2
砂粒 を少量含む

淡灰青色
第 1区
条里遺構

皿
残 存 高  1
高 台 径  6

砂粒はほとんどみられ

ない 白 灰 色
第 5区
条里遺構

水  指
口  径  ■ o

残 存 高  33
精製」 施fl部  飴色

露胎部 乳灰色 構

区

遺
１
呈

第

条

6 坑
古
同
径

存

台

残

高

23 秒粒 を含む 剤

胎

施

露

茶色

乳 自色

第 1区
条里遺構

娩
径

高

ムロ
台

高

高

47
07

砂粒 を含む 施釉部 黒褐色

銘胎部 灰色

第 1区
条里遺構

6 皿
高

径

存

台

残

高

16
58

砂粒をあまり含まなヤ 施釉部 鮨色

露胎部 黄 白色

第 5区
条里遺構
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磁器、染付磁器 (第43図
)

図面番号 図版番号 器  種 法量 (cm) 胎   土 色   調 焼  成 出土地区 層 位

図43-1 図 14-7 白磁碗
径

高存

口

残 36
灰 白 色

淡灰白色の釉がかかる
第 1区 第4層

7 白磁 碗
径

高

ム
ロ
台

一高

高

6

1
灰 白 色

淡灰緑色の釉がかかる
第 1区 第4層

3 白磁碗
径

古
同存

口

残

163
灰 白 色

淡灰白色の釉がかか る
第 2区 第 4層

4 7 青 磁 碗
罰 台 径  3(
雪 台 高  O( 灰 白 色

自灰色の釉がかかる 第 1区
条里遺構

5 7 青磁鉢
口  径  171
高 台 高  OE

灰   色
暗灰緑色の釉がかかる

第 3区 第3層

6 7 青磁碗
高 台 径

高 台 高
淡 褐 色

暗灰緑色の釉が厚 くか

かる

第 1区
条里遺構

7 7 青磁碗
径

古
同

ムロ
台

高

高

45
10 灰 白 色

灰緑色の釉が厚 くかか

る

第 1区
条里遺構

8 青磁碗
径

高

ム
ロ

ム
山

一局

一品
白  色

淡青緑色の釉が厚 くか

かる

第 1区
条里遺構

9 7 青磁碗
高 台 径  40
高 台 高  09

白  色
淡青緑色の釉が厚 くか

かる

第 5区
条里遺構

10 図15-a 碗
径

高

口

器
灰   色

灰色の釉が厚 くかか り

貴入がある

第 1区
条里遺構

11 碗
「」 径 ■ 4

高 台 径 4C 白  色
淡青灰色の釉が厚 くか

かる

第 1区
条里遺構

2 碗
口  径  98
器  高  52

自  色
白青色の釉 を底部に近

づ くにつれて厚 く施 /11

第 1区
条里遺構

18 碗
径

高存

口

残

10C
灰 白 色

白灰色の釉が厚 くかか

る

第 5区
条里遺構

14 碗
日  径  91
残 存 高  3( 白 灰 色

自灰色の釉がやや厚 く

かかる

第 2区
条里遺構

15 碗
径

高

ム
ロ
台

一島

高
白 灰 色

淡青白色の釉がやや厚

くかかる

第 2区
条里遺構

3 碗
口  径 120
器  高  54 白 灰 色

淡青灰色の釉がやや厚

くかかる

第 1区
条里遺構

17 碗
口   径  11

残 存 高  4
灰 白 色

淡青灰色の釉がかか る 第 1区
条里遺構

碗
口   径  11

残 存 高  4
白 灰 色

淡白青色の釉がやや厚

くかかる

第 2区
条里遺構

碗
径

高存

口
　
残 41

灰 白 色
淡灰緑色の釉が厚 くか

かる

第 2区
条里遺構

碗
径

高

ム
ロ
台

3(
灰 白 色

淡灰褐色の釉がやや厚

くかかる

第 1区
条里遺構

碗
高 台 径

高 台 高  0
白 灰 色

淡青白色の釉が厚 くか

かる

第 1区
条里遺構

4 碗
径

古
同

口

器
白 灰 色

淡青白色の釉がやや厚

くかかる

第 1区
条里遺構

5 碗
口  径  iO℃

器  高  61
灰 白 色

淡青 白色の利1が かか る 第 5区
条里遺構

碗
径

径台

口

高 38
白  色

淡 自青 色 の Xthが かか る 第 1区
条里遺構

碗
日  径  97
残 存 高  48

白  色
淡白青色の釉がやや厚

くかかる

第 1区
条呈遺構

皿
高 台 径 58
高 台 高  06

灰 白 色
青白色の釉が厚 くかか

る
第 1区 第3層
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染付磁器 (第44図 )

図面番号 図版番号 器  種 法量 (cm) 胎   土 色  調 焼  成 出土地区 層 位

図44-1 図15-6 碗
口  径  10C
器  高  51

灰 白 色
淡灰青色の釉が厚 くか

かる

第 1区
条里遺構

2 7 碗
径

高

口

器
淡灰褐色

白青色の釉が厚 くかか

る

第 2区
条里遺構

3 8 碗
口  径  108
器  高  49

淡 灰 色
淡灰青色の釉が厚 くか

かる

第 5区
条里遺構

4 碗
日  径 i00
残 存 高  36

淡 灰 色
淡灰青色の釉が厚 くか

かる

第 1区
条里遺構

5 碗
径

高存

口

残

86
灰 白 色

淡青灰色の釉が厚 くか

かる

第 5区
条里遺構

6 碗
径

高存

口

残
白 灰 色

淡灰緑色の釉が厚 くか

かる
第 5区 第2層

7 碗
高 台 径  4
高 台 高  0

灰 白 色
白灰色の釉が厚 くかか

る

第 5区
条里遺構

8 碗
径

高

ム
ロ
台

高

高
灰 白 色

白青色の釉がかかる 第 1区
条里遺構

9 碗
径

高

ムロ
台

高

高

71
le 灰 白 色

淡白青色の釉が厚 くか

かる

第 1区
条里遺構

皿
口  径  19

器  高  5 淡 灰 色
淡灰青色の釉が厚 くか

かる

第 1区
条里遺構

11 皿
径

高存

日

残 27
淡 灰 色

淡白色の釉が厚くかか

る

第 1区
条里遺構

皿
口  径 20(

器  高  3(
白  色

淡白青色の釉がかかる
第 1区 第2層

13 碗
口   ぞ乙 10

残 存 高  4 白  色
淡自青色の釉がかかる 第 1区

条里遺構

14 碗
口  径 ユ0(

残 存 高  4(
白  色

淡白青色の釉がかかる 第 1区
条里遺構

15 碗
径

高

ム
ロ
台

白  色
灰 自色 の釉 がかか る 第 1区

条里遺構

挽
日  径 11

高 台 径  4
白 灰 色

外面は淡緑色内面は白

灰色の施釉

第 2区
条里遺構

17 碗
高 台 径

高 台 高  0
白 灰 色

淡灰青色の釉がかかる 第 1区
条里遺構

蓋
口  径  14

かえり径 11
白  色 白  色

第 1区
条里遺構

径

高

ム
ロ
台

高

高 O
白  色

淡白青色の釉が厚 くか

かる

第 2区
条里遺構

猪  日
径

高

ムロ
台

高

高

42
白  色

白青色の釉が外面に厚

く内面にうすくかかる 構
区
遺

２
里

第
条

高 台 径  24
高 台 高  06

白  色
淡 白青色の釉がかか る 第 2区

条里遺構

盃
口  径  84
器  高  41

白 灰 色
淡灰白色の釉がかかる 第 2区

条里遺構

盃
口  径  87
器  高  24

白  色
白灰色の釉がかか る

第 1区 第 3層

盃
口  径  81
高 台 径  47

白  色
白色の釉がうす くかか

る

第 5区
条里遺構

碗
径

吉
同

ム
ロ

台

高

高

54
14 灰 褐 色

淡黄灰色の釉がかかる 第 1区
条里遺構
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第Ⅵ章 まとめ

今回の調査で検出した遺構は、第 4章で述べたごとく、大小の河川とそれに付随する濤、掘

立柱建物群、条里遺構等である。以下、遺構 。遺物から考えられることを若千述べ、まとめと

する。

第4調査区において、第 6層 の青灰色微砂層より縄文時代中期の土器 (船元H式 )が出土し

た。その出土状況を見るかぎり、付近の生活地より流されてきた可能性が強い。北方、空港A
註 1

遺跡でも同じく中期の土器 (勝坂式)が出土していることなどから、付近に縄文時代中期の遺

跡が存在する可能性がある。

弥生時代の遺構は自然の河川と、それに付随する大小の濤である。そこには自然の流路を改

修したものや、新たに掘削したものがあり、その目的を考えてみるに、水田等の関係でとらえ

るのが妥当のようである。その中で、第 1調査区の南東部では土器、若子の石器が包含層、な

いし遺構内よりややまとまって出土した地域である。この地域は田能遺跡と勝部遺跡の中間地

というよりは、勝部遺跡の延長としての生活範囲内であると考えられる。

古墳時代においても、弥生時代 と同様、後期に至るまで暗灰色粘土の堆積が示すように湿地

帯であったことが窺われる。後期に至って、この上に砂層が流れ込み、ほとんどの濤は埋没す

る。この砂層は北方の第 2調査区西方で厚 く、南方の第 1調査区の中央付近で薄 くなる。おそ

らく、北西方向からの氾濫を受けたものとみられる。

平安時代末から鎌倉時代にかけての掘立柱建物跡を、第 5調査区の西側で検出した。兵庫県

側と大阪府側にまたがるもので、合同調査を行なった地域である。報告は兵庫県側の報告の際

に行なうもので、今回は割愛したが、大阪府側への広がりは昭和54年度の調査で、検出できな

かったことにより (財 )大阪文化財センターの試掘 トレンチ No 3が東限のようである。

条里遺構は第 1調査区、第 2調査区、第 3調査区、第 4調査区で検出したもので、すべて第

3層 上面より切 り込まれている濤である。第 3層 は鎌倉時代より室町時代末までの遺物を含む

ことより、最も古 く朔って考えてみても、近世初頭の時期である。したがって厳密にいうなら

ば、条里遺構という呼称は正しくないと思われるが、今回そのまま用いた。というのは、現在

の濤の直下にあたること、また詳細には検討していないが、豊島郡の条里制復原図の里境いの

区画線にあたることなどからである。条里制の問題は歴史地理の方面から種々論議され、律令

制との関係で捉えられてきた①豊島の条里制も大化前代に湖る可能性のあることが指摘されて
註 2

いる。 しかし、今回の地域にだけ限定すれば、大化前代に湖る可能性はなく、それどころか、

近世初頭 という非常に新 しい時期のものである。また第 4章で述べているごとく、第 1調査区
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で検出した交点が西側に延びないという特異なものである。このことは1町北側と南狽1の東西
註 3

を区画する濤においても、西方には延びないということが確認されている。したがってこの濤

は、区画の西限を示しているものと考えられる。このようなことは、この地域が豊島君Eと 河辺

郡の境にあたることなどにも関係しているものかもしれない。いずれにしても、いくつかの間

題点が出てきたことは事実である。今後、歴史地理学の方面と共同で作業を進めていきたいと

考えている。
註 4

出土遺物のうち、特に注目されるものにナスビ形着柄鋤がある。この遺物は第 1調査区の弥

生時代中期 と考えられる濤 1か らの出土である。近年、このタイプの鋤が各地で出上し、その

時期、用途について注目されている。時期は弥生時代後期から古墳時代後半期にかけての例が

ほとんどであり、弥生時代中期に胡るとされるものは筆者の狭い知見ではあるが、現在のとこ

ろ知らない。また用途についても、鋤 としながらも若千問題があるようである。 というのは弥

生時代から古墳時代にかけてのものは、そのほとんどが三叉に分かれ、長さも50cm前後で、薄

いものである。これを農耕具 としてみるならば、水田作業のどの段階で用いたものか、鋤 とし

て使用したとみても、このような長 くて、薄いもので耐久が可能であろうか。今回出上のもの

も長さ74cmで、厚さ l Cmほ 二しかなく、いくら湿田といっても、これをそのまま使用して耕す

ことは到底不可能なことである。それならば、弥生時代の水田経営において、堆肥をやるかど

うか定かにし難いが、もし千藁のようなものを堆肥代わりに使ったとみた場合、そのような軽

作業に用いたものとみることはできないであろうか。

以上、今回の調査地の状況、ならびに特定の遺物について述べてきたのであるが、古代から

現代に至るまで、この地は居住地にはあまり通していなかったようである。そのことは堆積の

状況が如実に示しているように、中世に至るまで幾多の氾濫を受けていたことからも窺える。

また水田地帯であったとみても、弥生時代から古墳時代は湿田、それ以後中世まで半湿田、近

世に入ってやっと乾日経営ができるようになった地域である。

佐原真「縄文時代」『考古学からみた伊丹地方♂ 伊丹市史第 1巻

未中哲夫「律令時代の豊中地方」 F豊 中市史」 第 1巻第 1章第 4節

兵庫県側の担当者、小川良太氏より報告を受けた。

名称は、黒崎直「古墳時代の農耕具」『研究論集11』  奈良国立文化財研究所、1976年 に従った。

註

註

註

註
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